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は　　 し　　 が　　 き

　本冊子は、秋田市の「社会教育」について、平成29年度の事業

計画および平成28年度に実施した事業概要をまとめたものです。

　本市の社会教育施策をご理解いただくとともに、社会教育推進

資料としてご活用いただければ幸いです。

　　平成29年７月

秋田市教育委員会　　
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○本市教育の目指す姿

郷土あきたの明日を拓く「自立と共生」の人づくり

　本市では、次代を担う子どもたちが、予測できない未来を生き抜くためには、　困難な状
況にも主体的に向き合い、よりよい社会を描きながら課題を解決していく「自立」の力と、
他者の個性や価値観を尊重しつつ、協働して社会を創造する「共生」の力を身に付けること
が大切であるとの考えに立ち、平成20年３月に第１次秋田市教育ビジョンを策定して以来、

「自立と共生の力をはぐくむ教育」の実現を目指し、各種施策の推進に努めてきました。

    郷土あきたの豊かで活力ある発展に向け、一人ひとりが志と意欲を持つ「自立」した人間
として、主体的に新たな価値を創造し、未来を切り拓く力と、自らの個性や能力を最大限に
発揮しながら、他者と「共生」し、互いに支え合い、高め合う力をはぐくむことができるよう、
ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）など、時代の要請に柔軟かつ的確な対応を図りながら、
本市教育のさらなる発展を目指します。

○社会教育の目標

生涯を通じて個性と能力を発揮できる社会教育の充実

　「自立と共生」の力は、学校教育段階など人生の一時期のみで身に付くものではなく、生
涯にわたって、多様な場で様々な学習経験を積み重ねていく中で身に付くものです。
　また、人口減少・少子高齢化が進行する中で、個人の自立に向けた学習ニーズが高度化・
多様化しているほか、絆づくり・地域づくりに向けた体制を構築するうえで、社会教育が果
たす役割は今後ますます重要になります。
　本市では、市民の一人ひとりが、いつでもそのライフステージに応じた学習の機会が得ら
れ、生涯を通じて、自らの個性と能力を高めるとともに、学習成果を適切に生かすことがで
きる社会教育の充実に努めます。
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○施策の方向性と展開
１　社会教育の充実

　市民がともに学び、ともに成長する社会の実現に向け、生涯を通じた学習を支援するとと
もに、現代的・社会的な課題に対応した学習活動を推進し、その成果を適切に生かすことの
できる社会教育の充実に取り組みます。

（１）学習支援体制の充実
　○  　多様化する市民の学習ニーズに対応するため、市民や関係機関および民間企業等との

連携を図りながら、市民協働による「学び」の推進体制の充実に努め、社会教育・生涯
学習事業を効果的に実施します。

　○  　学習に関する情報提供および相談体制の充実を図り、市民の「学び」に対する意識の
醸成と参加を推進するとともに、事業の適切な評価と改善に努めます。

（２）学習機会の充実
　○  　乳幼児期から高齢期にわたる「学び」の機会のさらなる充実を図るとともに、現代的

課題や地域課題に取り組むなど社会の変化に対応した「学び」の機会を提供します。
　○  　市民の学習ニーズやライフスタイルの変化に柔軟に対応しながら、個人の要望と社会

の要請に応じた魅力ある学習機会の提供に努めます。

（３）学習成果の活用支援
　○  　市民が、自ら学習した成果を実感し、さらに高みを目指して学習に取り組めるような

環境づくりに努めます。
　○  　各学級や講座等において、自らが講師役として学習した成果を生かせる環境づくりに

努めるとともに、学びの成果を発表できる機会の充実に努めます。

（４）地域コミュニティづくりの推進
　○  　地域に根ざした活動の支援や世代間交流事業、地域と学校が連携した事業等の実施に

より、家族・地域の絆づくりに努め、地域コミュニティづくりを推進します。
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２　社会教育施設等における活動の充実

　図書館および体験活動施設においては、市民が親しみやすい学習環境の整備・充実に取り
組みます。
　また、市内の各地域に整備された市民サービスセンターを社会教育活動の拠点として、市
民協働による地域活動の推進と魅力ある事業の実施に努めます。

（１）図書館サービスの向上
　○  　市民に親しまれる情報拠点とするため、市民の読書活動や学習に必要な資料を広く収

集・提供するとともに、講座など専門的な学習機会の創出や、子ども向けのさまざまな
図書館サービスを展開するほか、市民が各種情報を利活用しやすい環境づくりに努めま
す。

（２）太平山自然学習センター、自然科学学習館における体験活動の充実
　○  　太平山自然学習センターでは、太平山の豊かな自然に親しみながら、子どもから高齢

者まで各世代が野外活動や集団生活、ものづくりなどを体験することにより、青少年の
健全育成や市民の生涯学習の推進に努めます。

　○  　自然科学学習館では、身近な科学的事象を題材とした企画の充実を図り、不思議や驚
きの発見を促し、科学的な見方・考え方を広げるための展示やワークショップなど、体
験学習の展開に努めます。

（３）市民サービスセンターにおける社会教育活動の充実
　○  　多様な市民ニーズや社会の要請に対応した社会教育の推進を図るため、地域で行う社

会教育に関する事務を各市民サービスセンターが担うことで、より地域と連携し特色を
活かした社会教育活動の実施に努めます。
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○事業計画

領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

家
　
庭
　
教
　
育

家庭教育相談
「ぐりーん・えこー」

通　年 乳幼児期の心身の発達（しつけ、ことば､ 情緒、社会
性など）や在学少年の家庭教育上の相談について、電話
と面接により適切なアドバイスを行います。

家庭教育講座 ６月～２月 しつけ等の家庭教育に関する親の意識づくりを推進する講
座を開催します。

青

少

年

教

育

青少年教室

春料理教室 ５月 薬膳の考え方を活かした健康食の調理法を学び、食生
活の改善と健康的な体づくりに役立てます。

マナー教室 ５月
（２回）

社会人・職業人として身に付けたいマナーを実践的に
学び、日常生活やビジネスシーンに役立てます。

ピラティス教室 ６月
（３回）

筋力トレーニングとストレッチを組み合わせた運動法
であるピラティスを学び、日常生活に取り入れることで
心身ともに健康的な生活づくりに役立てます。

背骨コンディショニング
教室

６月
（３回）

背骨の歪みを整え、体の不調を改善する運動プログラ
ムとしての背骨コンディショニングを学び、日常生活に
取り入れることで心身ともに健康的な生活づくりに役立
てます。

外国料理教室 ６月 イタリア料理の調理法を学び食への関心を高めるとと
もに、異文化理解を深めます。

アロマテラピー教室 ７月
（２回）

アロマテラピーの基本的な理論を学び、アロマボディ
パウダーの製作を行い、日常生活に取り入れることで心
身の健康を図ります。

夏料理教室 ７月 手近にある食材を用いた夏の暑さを乗り切るスタミナ
料理の調理法を学び、食生活の改善を図ります。

インテリアコーディネート
教室

７月
（２回）

インテリアコーディネートに関する知識を身に付け、
合理的で快適な住環境づくりに役立てます。

ルーシーダットン教室 ８月
（３回）

タイ式ヨガで固まった体をほぐして、心と身体のリフ
レッシュを図るとともに、健康的な体づくりに役立てま
す。

そば打ち教室 ８月 手打ちそば体験を通して料理の楽しさに触れるととも
に、食への関心を高めます。

傾聴入門教室 ９月
（２回）

人と人のつながりを考えながら傾聴について学び、傾
聴ボランティアへの関心を高めます。

中国茶教室 ９月 中国茶の文化や美味しい淹れ方などについてお話を聞
いたり、試飲したりすることで潤いのある生活づくりに
役立てます。

１　生涯学習室 ※共催事業
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

青

少

年

教

育

国際理解教室 ９月
（３回）

韓国の文化や観光情報、言語などに触れ理解を深めな
がら、国際交流への関心を高めます。

秋料理教室 ９月 地元産の旬の食材を用いた料理の調理法を学び、郷土
の農や食への理解を深めます。

バレトン教室 10月
（３回）

フィットネス・バレエ・ヨガを融合したエクササイズ
で心身のリフレッシュを図るとともに、健康的な体づく
りに役立てます。

プログラミング教室 10月 初心者向けプログラミング言語を用いてプログラミン
グの楽しさを体験することで、論理的な思考力や問題解
決能力を育むプログラミングへの関心を高めます。

スイーツ教室 10月 手近にある食材を用いた美味しいスイーツ作りを通し
て、手作り料理の楽しさを味わいます。

スロージョギング教室 11月 隣の人と話ができるくらいの運動の強さで行うスロー
ジョギングの理論と実技を学び、日常生活に運動を取り
入れることで健康維持に役立てます。

ペン字教室 11月
（３回）

年賀状の書き方を題材にして、日常生活に役立つ美し
い文字の書き方を学びます。

交通安全教室 11月 冬期間に起こりがちな事故の事例や安全な運転のコツ・
留意点などを学び日常の車の運転に活かすとともに、交
通安全への意識を高めます。

冬料理教室 11月 おせち料理の調理法を学び、実際のお正月の準備に役
立てます。

エアロビクス教室 12月
（３回）

軽快な音楽に合わせて有酸素運動を行い心身のリフ
レッシュを図るとともに、健康的な体づくりに役立てま
す。

※金融広報委員会連携講座 １月 資産の形成や運用の仕方などについて学びお金につい
ての関心を深めるとともに、ヘルシーな料理作りを学び
食生活の改善に役立てます。

バレンタインスイーツ教室 ２月 バレンタインにふさわしいスイーツを作り、季節のイ
ベントを楽しみます。

メイクの基本教室 ２月 マナーの一つとしてのメイクの基本的な考え方や、手
法の実際を学び社会人としての新生活に役立てます。

ズンバ教室 ２月
（３回）

ラテン系音楽に合わせて行うダンスフィットネスエク
ササイズを通して、心身のリフレッシュを図るとともに、
健康的な体づくりに役立てます。

料理の基本教室 ３月 ご飯、味噌汁や簡単な肉・魚・野菜などの食材の調理
法の基本を学び、健康的・経済的な食生活習慣の形成を
図ります。

親子教室

親子アクセサリー教室 ８月 ビーズなどを用いたアクセサリーの製作を親子で楽しみな
がら、夏休みの思い出づくりの機会とします。

 ※共催事業
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

青
　
少
　
年
　
教
　
育

親子クッキング教室 10月 親子で協力してパン作りに取り組みながら、ふれあいや絆
を深める機会とします。

親子 Xmas リース教室 12月 親子で Xmasのムードを盛り上げるリースを作り、季節のイ
ベントを一緒に楽しむ思い出づくりに役立てます。

親子 Xmas スイーツ教室 12月 親子で Xmasにふさわしいスイーツ作りを楽しみながら、ふ
れあいや絆を深める機会とします。

親子鬼の面作り教室 ２月 節分に用いる鬼の面作りに親子で取り組み、季節のイベン
トを一緒に楽しむ思い出づくりに役立てます。

成

人

教

育

新成人のつどい １月 　新成人の新しい門出を祝福する事業を通して、新成人
としての責任と自覚を促す機会とします。

市民大学講座 通　年 　市民の高度で専門的学習要望に応える講座を市内大学
等の協力を得て開催します。

※あきたふるさと学講座
　秋田市探訪 vol. ６

５月～７月 “ 水 ”から見える地域の歴史や生活様式について学び、
地域の将来について考える機会とします。

　

そ

の

他

　

視聴覚教育事業 通　年
（２回）

視聴覚教育の全体計画および視聴覚ライブラリーの運営等
について協議する「秋田市視聴覚教育推進委員会」を開催し
ます。

通　年 秋田市視聴覚ライブラリーが所有する視聴覚教材 ･ 機
材の貸出しをするとともに、視聴覚教育に係る助言や情
報提供を行います。

通　年 　視聴覚教材の整備充実と利用促進のため情報提供を拡
充します。

通　年 　視聴覚ライブラリー上映会を開催します。

６月～３月 　16ミリ映写機の講習会（ボランティア養成講座、認定
証更新再講習会）を開催します。

社会教育委員の会議 通　年 　社会教育に関する諮問機関として、会議を開催します。

社会教育関係団体の育成 ･
活性化 通　年 　社会教育関係団体等の育成 ･ 活性化を図るため、事業

費補助や学習支援を行います。

通　年
　青少年の健全育成を図るためＰＴＡ活動を奨励すると
ともに、会報への啓発記事の掲載や教育懇談会等を開催
します。

生涯学習奨励員協議会関係
事業 通　年 　地域主導による生涯学習の推進に努めるための関係事

業を支援します。

地域づくり自主企画事業 通　年 　市民の企画立案による学習講座等の開催を支援します。

「秋田市の社会教育」の発行 ７月 　秋田市の社会教育関連事業の実績および計画をまとめ
た集録を発行します。

「生涯学習ガイド」の発行
７月

　市民サービスセンター、公民館、コミュニティセンター
等のサークル・クラブおよび生涯学習関連事業を紹介し
ます。

 ※共催事業
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

乳
幼
児
教
育

金足西・上新城幼児学級 ５月～12月 　幼児の親を対象に子どもの育て方やしつけ方について学び
ます。

北・ら・らキッズ ５月～３月 　幼児期の豊かな心の育て方や親子・友だち関係のあり方
について学びます。

青

少

年

教

育

ジュニア教室 ７月・１月 　小学生を対象に工作・手芸を学び、ふれあいを通じて交
流を図ります。

子ども伝統行事伝承活動 10月中旬 　地域で行われている伝統活動を支援するとともに、その
活動の成果を地域行事で発表します。

管内小学校・秋田
北中学校家庭教育学級

７月～12月 　保護者を対象に子どものよき理解者になるための学習を
します。

成
人
教
育

春季囲碁大会 ３月中旬 　趣味を通じ、仲間づくりや相互の親睦と交流を深めます。

出前公民館事業 ６月～２月 　地域住民の親睦と教養を高めるため、学習活動を行いま
す。

市民教室 ６月～３月 　地域住民の学習意欲に対応した学習機会の提供を図りま
す。

女
性
教
育

金足婦人学級ほか４学級 ４月～３月 　地域婦人の親睦を深めながら教養を高め、生きがいを求
めます。

高
齢
者
教
育

北部高齢者大学 ５月～３月 　高齢者の生きがいと地域社会への対応を学びます。

社
会
教
育
関
係

団
体
等
の
育
成

公民館運営協力委員会 通　年 　各種事業の運営に協力します。

サークル連絡協議会 通　年 　サークルの運営について、協議や調整を行いながら活動
します。

２　北部公民館 ※共催事業
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領域 事　　業　　名
実施時期
（予定）

事　　　　業　　　　内　　　　容

乳
幼
児
教
育

幼児学級
「ひまわりキッズ」

５月～２月 幼児と母親を対象に、子育てについて交流を深めながら
学習をします。

青
少
年

教
育

子ども体験教室 ７月～８月 夏休みを利用し創作活動や体験活動等の教室を開催しま
す。

家
庭
教
育

合同家庭教育学級 ６月～２月 親と子のふれあいの大切さと、家庭教育のあり方につい
て学習します。

成
人
教
育

市民講座「地域別学習講
座」

10月～12月 地域にこだわり、地域の話題や歴史などを取上げ、それ
ぞれの地域の理解を深める。

中央ナイスミドルカレッジ ４月～３月 退職後の男性が長年の知識や技術を高めながら、時代に
即した学習をします。

女

性

教

育

転勤奥様教室 ６月～12月 秋田市に転入した婦人を対象に本市の社会性・地域性な
どを理解し、明るく楽しく豊かな生活を送れるよう仲間づ
くりの機会を図ります。

女性学級（６学級） ４月～３月 女性としての教養を高め、健康で潤いのある生活を送る
ための学習をします。

高
齢
者

教
育

高齢者学級（５学級・２
大学）　

４月～３月 会員相互の親睦を図りながら生きがいのある人生を送る
ためにさまざまな知識を学びます。

そ

の

他

第２回センタースまつり 10月
14 ～15日

中央地域づくり協議会と共催し、地域の方々やサークル
会員などが日頃の学習成果を発表・紹介する機会とします。

中央市民サービスセン
ターサークル協議会

通年 サークルと連携をとりながら事業や活動を支援し、円滑
な運営を推進します。

学習ボランティア ５月～２月 幼児学級や生涯学習事業への支援と活動の充実を図りま
す。

３　中央市民サービスセンター ※共催事業
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

乳
幼
児
教
育

トン東キッズ ５月～２月 　幼児とその保護者を対象に、交流を深めながら子育てや
家庭教育のあり方について学習します。

青
少
年
教
育

※山谷番楽伝承活動事業 ４月～２月 　山谷番楽の伝承と保存を支援し、地域の文化振興と住民
の連帯意識の高揚を図ります。

※秋田市少年少女発明
　クラブ

４月～３月 　アイディアを生かした工作活動を通じ、少年少女の豊か
な創造力を養います。

※子ども映写会 ３月下旬 　春休みに優良映画の鑑賞を通じて、子どもの豊かな情操
をはぐくみます。

東部地区遊びの記録会 ８月上旬 　夏休み期間中の子どもたちがさまざまな遊びに挑戦しま
す。また、子ども同士が交流を図る機会とします。

成
人
教
育

※秋田の史跡を学ぶ会 ６月
８月

　地域住民を対象に郷土の歴史や郷土の良さを再認識する
学習活動を支援します。

初夏を楽しむ笹巻きづく
り

6月20日
（１回）

　季節の味、笹巻きづくりを通して、技術の向上と参加者
同士の交流を深める。

石窯で焼くピザづくり 10月
（１回）

　生地から作る本格ピザを手作りの石窯で焼き、参加者同
士の交流を深める。

クリスマスリース作り 11月
（１回）

　自然素材を使い、型からすべて手作りのリースを作り、
参加者同士の交流を深める。

ポーセラーツ教室 12月～３月
（１回）

　白磁に転写紙を使い自由に絵付けをし、焼成をしたオリ
ジナル作品を作り、参加者同士の交流を深める。

料理教室 ２月～３月
（１回）

季節の素材を使った料理を作り、技術の向上と参加者同
士の交流を深める。

女

性

教

育

ミセスカレッジ東部 ５月～３月 　充実した人生を送るため、幅広い分野での学習を提供し
ます。

東部女性セミナー ５月～３月 　考え、行動する女性を目指した自主的な学習活動を支援
します。

仁別婦人学級 ７月～12月 　地域婦人を対象に、教養と生活に役立つ技術の向上を目
指した学習をします。

高

齢

者

教

育

シルバーカレッジ東部 ５月～３月 　心身ともに健康に過ごすための学習機会を提供します。

千秋矢留寿学級 ４月～２月 　教養を高め、活力ある地域社会の発展に貢献できるよう
学習機会を提供します。

そ
の
他

※東部地区世代間交流会 １月上旬 　高齢者学級との共催。昔の遊びを体験しながら、子ども
から大人までがふれあい、仲間づくりができる機会としま
す。

※ 東部地区学習ボラン
ティア

通　年 　ボランティア活動のあり方を学習するとともに、サービ
スセンター事業への協力やさまざまな活動を展開します。

４　東部市民サービスセンター ※共催事業
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

乳

幼

児

教

育

乳幼児教育学級
「子育てママのふれあい
　広場」
「※どんぶらっ子」
「※わかば学級」
「※ひよこ広場」

４月～３月 　子育てに関する講話や移動学習を通して、家族間のふれ
あいや交流を深めます。

　

青

少

年

教

育

　

親子陶芸教室 ７月 　「夏休みに親子で陶芸に挑戦！」楽しい作品づくりを
通して家族の絆を深めます。

※親子わくわく地引き網体験 ７月 　自然の恵みや大切さを実感するとともに、親子のコミュ
ニケーションを深める機会とします。

※森で遊ぼう～自然観察
と自由工作

７月 　自然観察を通して、夏の花や薬草について理解を深める
など、自然を体験する学習機会を提供します。

※和凧づくり 12月 　子どもたちが普段作ることのない和凧の制作を通して、
ものづくりの楽しさを伝えます。

※親子でもちつき体験 １月 　正月行事の体験を通して、親子のふれあいや絆を深める
機会とします。

※ 新屋の名人さんに学ぼう 11月 　日新小学校３年生の「総合的な学習の時間」の一環とし
て、特技や趣味をいかして活動している秋田市西部地域
サークル連絡協議会会員との交流会を実施します。

成

人

教

育

成人教育学級
「のぞみ学級」

４月～12月 　身体に障がいのある方の健康維持管理をはじめ、積極的
な社会参加や教養を高める学習をします。

市民教室 ５月～３月 　市民の多様な学習ニーズに応じた各種講座や教室を開催
します。

女
性
教
育

女性教育学級
「真砂婦人学級」
「勝平婦人学級」
「わかば学級 OG 会」

４月～３月 　女性の社会参加を促進し、知識と教養を高め、学習成果
を地域に還元できるようにします。

高
齢
者
教
育

高齢者教育学級
「秋田鈴杖大学」

４月～３月 　健康で充実した人生を送るために、知識の習得や健康管
理について学習します。

高齢者地区別講座 ４月～３月 　高齢者の交流を深め、地域づくりに果たす役割などにつ
いて学習します。

５　西部市民サービスセンター ※共催事業

－ 11 －



領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

そ

の

他

※下浜地区世代間交流会 11月 　軽スポーツなどを通して、子どもから大人までがふれあ
い、仲間づくりができる機会とします。

西部地区学習ボランティア 通　年 　ボランティア活動のあり方を学習しながら、生涯学習事
業への協力など広く活動します。

※ 西部地域サークル連絡
協議会

通　年 　サークルと連携をとりながら事業や活動を支援し、円滑
な運営を推進します。

※ 第９回ウェスターまつり 10月 　西部地域住民自治協議会と共催し、地域の方々やサーク
ル会員などが日頃の学習成果を発表・紹介する機会としま
す。
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６　南部市民サービスセンター ※共催事業

領域 事　　業　　名
実施時期
（予定）

事　　　　業　　　　内　　　　容

乳
幼
児
教
育

乳幼児学級 ５月～12月 　乳幼児とその保護者を対象に、各種講座や交流の機会を
提供します。

青
少
年
教
育

夏休み体験学習 ７月 　ものづくりや制作・各種体験を通して、豊かな生活に結
びつく学習の機会を設定します。

※ジュニアスクール 冬 　学習ボランティアとの共催により、ものづくりや制作、
調理を行い子どもたちに創作の機会を提供します。

家
庭
教
育

家庭教育学級 ５月～11月 　家族間のふれあいの大切さや子どもを取り巻く環境につ
いて学習しながら、参加者相互の交流を図ります。

成
人
教
育

市民講座 ４月～３月 　現代的課題や市民の学習ニーズに応じた学習機会の充実
を図ります。

成人学級 ５月～３月 　現代社会の動きに合わせて、参加者同士が生活課題の解
決に向けて考え、日々の生活に生かす場とします。

女
性

教
育

女性学級（２学級） ５月～３月 　教養を高め、充実した人生を送るため、健康や生活、地
域の歴史等について幅広く学びます。

高
齢
者
教
育

高齢者学級 ５月～３月 　活力ある地域社会の発展に貢献できるよう、高齢者の生
きがいや社会参加について学習します。

そ

の

他

※世代間交流会 12月・１月 　餅つきや昔遊びなどによる世代間交流を通して、地域の
連帯意識の高揚を図ります。

南部学習ボランティア 通　年 　ボランティア活動のあり方を学習するとともに、公民館
事業への協力やさまざまな活動を展開します。

旧南部公民館サークル連合会
なんぴあサークル連合会

通　年 　研修会、奉仕活動等を通して、登録サークル会員相互の
親睦と交流を図ります。

※第４回 なんぴあまつり 10月 　南部地域づくり協議会と共催し、地域の方々やサークル
会員などが日ごろの学習成果を発表・紹介する機会としま
す。
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領域 事　　業　　名
実施時期
（予定）

事　　　　業　　　　内　　　　容

乳

幼

児

教

育

乳幼児教育学級
「カンガルー学級」
「ペンギン学級」

６月～12月 　子どもの成長にあわせた食事やスキンシップの大切さな
ど、乳幼児の子育てについて学習するとともに、親子の絆
を深める機会とします。

乳幼児体験学習 10月 　親子での自然体験を通して、親子のふれあいや参加者相
互の交流を深める機会とします。

青

少

年

教

育

わくわくチャレンジ家族 ７月・10月 　野外活動などの交流を通して、よりよい家族関係や友人
関係を築く機会とします。

わんぱく塾 ８月・１月 　夏・冬休みの期間を利用して、小学生を対象に創作活動
やおやつづくり教室を開催し、参加者相互の交流を図りま
す。

夏休み子ども陶芸教室 ７月 　もの作りの楽しさを通して、感性と創造性をはぐくむと
ともに、参加者相互の交流を図る機会とします。

リフレッシュ講座 ８月～10月 　さわやかな汗をかいて心身ともにリフレッシュする機会
とします。

家
庭

教
育

家庭教育学級
「キタスカ家庭教育講座」

６月～２月 　家族間のふれあいの大切さや子どもを取り巻く環境につ
いて学習しながら、参加者相互の交流を図ります。

成

人

教

育

成人教育学級
「ねむの木学級」

６月～10月 　身体に障がいのある方の健康維持管理と積極的な社会参
加や教養を高める学習をします。

市民教室 ９月・12月 　市民の多様な学習ニーズに応じた各種講座や教室を開催
します。

ふるさと再発見セミナー ６月・９月 　地域の歴史を知り、地域を考える機会とします。

女

性

教

育

女性教育学級
「みなと女性セミナー」

６月～３月 　女性の社会参加を促進し、知識と教養を高め、学習成果
を地域に還元できるようにします。

※婦人会員交流のつどい 11月 　土崎地区の婦人会員が一堂に会し、交流会を通して婦人
会活動の一層の活性化を図ります。

高
齢
者
教
育

高齢者教育学級
「しおかぜ大学」

５月～３月   高齢者の社会参加を促進し、生きがいのある豊かな人生
を送るために、知識の習得や健康管理等について学習しま
す。

７　北部市民サービスセンター ※共催事業
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領域 事　　業　　名
実施時期
（予定）

事　　　　業　　　　内　　　　容

そ

の

他

土崎地区生涯学習ボラン
ティア

通　年 　ボランティア活動のあり方を学習しながら、生涯学習事
業への協力など広く活動します。

※ 北部サークル連絡協議会 通　年 　サークルと連携をとりながら事業や活動を支援し、円滑
な運営を推進します。

※土崎地区老人クラブ
　連絡協議会

通　年 　研修やスポーツ活動等を支援し、円滑な運営を推進しま
す。

※第７回キタスカまつり ９月 　地域の方々やサークル会員などが日ごろの学習成果を発
表・紹介する機会とします。
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

乳

幼

児

教

育

「ひなたぼっ子」 ５月～２月 　「楽しく学びながら親子の交流をはかろう」をテーマに、

運動遊び等を通して親子や参加者の交流を図ります。

※保育所教育事業

　「河辺・岩見三内保育所」

５月～２月 　保育所と連携し、園児が楽しめる機会を提供します。

　

青

少

年

教

育

　

親子体験

｢まるごと塾｣

７月～２月 　ものづくり体験を楽しみながら親子の絆を深める機会を提

供します。

夏 ･ 冬休み手づくり体験 ８月・12月 　自然観察を通して、昆虫や夏の花などについて理解を深

めるとともに、自由工作やクリスマスケーキづくりを体験

し、親子のふれあいと参加者の交流を図ります。

※児童教育事業

　「河辺小学校」

　「戸島小学校」

　「岩見三内小学校」

11月 　小学校と連携し、児童やＰＴＡ会員を対象に学習会を開催

します。

成

人

教

育

市民講座 ７月～２月 　サークルおよび生涯学習奨励員を講師として講座を開催し

ます。

ネイチャーウォーク ６月～10月 　ウォーキング等を通して体力づくりを図り、自然を満喫す

るととともに、自然のすばらしさ、奥深さを学びます。

陶芸体験教室 10月 　初心者を対象に陶芸を体験する機会を提供します。

手づくりパン教室 11月 　特別な器具がなくても自宅で簡単にできるパンのつくり

方を学びます。

手打ちそば教室 12月 　そば粉の練りから延ばし、切り、茹で上げまで、初めて

の方でも楽しくそば打ちできる体験をします。

サークル体験教室 １月～２月 　定期的に活動しているサークルと連携し、学習機会を提供

します。

８　河辺市民サービスセンター ※共催事業
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

女

性

教

育

河辺さわやかセミナー ６月～２月 　女性としての教養、生きがい、健康づくり等身近な生活問

題について学習し、会員の交流を図ります。

健康料理教室 ６月～12月 　健康を考えた料理の作り方を学びます。

つけもの教室 ８月・11月 　季節の食材を使った漬物づくりの工程を学ぶとともに、

参加者の交流を図ります。

高
齢
者
教
育

せせらぎ塾 ４月～２月 　教養、生きがい、健康づくり等の身近な生活課題につい

て学習し、会員の交流を図ります。

そ

の

他

※河辺サークル連合会 通　年 　サークル連合会への支援と活動の充実を図ります。

※第７回河辺まるごと祭り 10月 　河辺の郷自治協議会と連携し、地域の方々やサークル会

員等が日ごろの学習成果を発表・紹介する機会とします。
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

乳
幼
児
教
育

わんぱくキッズ ４月～１月 　子育てに関する講話や移動学習を通して、家族間のふれ
あいや交流を深めます。

青
少
年
教
育

わんぱく王国 ５月～11月 　親子で農業体験を通して、収穫の喜びを味わうとともに、
親子のふれあいや参加者の交流を図ります。

書道教室 ７月～１月 　書道の基本を学び、展覧会作品や書き初め課題に挑戦し
ます。

親子チャレンジ教室 ６月～２月 　親子で料理、ガラスボトルクラフト、門松作り等を体験
し、親子のふれあいと参加者の交流を図ります。

家
庭
教
育

※保育所出前講座 ６月～12月 　子どもを持つ親や祖父母に家庭教育や子育てに関する学
習機会を提供します。

成

人

教

育

ガラスボトルクラフト講座 ６月～２月 　リサイクル瓶を利用して、世界に一つしかない花瓶や小
物入れを作ります。

※生涯学習出前講座 ６月～３月 　地域住民の役割や課題などに即した学習活動を推進しま
す。

市民体験講座 ６月～１月 　雄和に伝えられている「食の文化」や「食の知恵」を現
代の食文化として学ぶ料理教室を開催し次世代へ引き継ぐ
機会とします。

女
性
教
育

女性教育学級
女性セミナー「ゆうわ」

６月～３月 　女性の知識と教養を高め、地域づくりに果たす役割など
について学習します。

高
齢
者
教
育

高齢者学級
「花陽クラブ」

５月～２月 　健康で充実した人生を送るために、知識の習得や健康管
理について学習します。

そ

の

他

※雄和サークル連合会 通　年 　サークルと連携をとりながら事業や活動を支援し、円滑
な運営を推進します。

※第７回ユービスまつり 10月21日～
10月22日

　 雄和市民協議会と共催し、地域の方々やサークル会員
などが日ごろの学習成果を発表・紹介する機会とします。

９　雄和市民サービスセンター ※共催事業
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

青

少

年

教

育

学校教育利用 ５月～２月 「学校利用説明会」
　太平山の豊かな自然環境の中で宿泊を伴う集団生活、自
然体験、創作活動、野外活動などを通じて、青少年の心身
の健全な育成を図るために実施します。

まんたらめ　チャレンジ
キャンプ

８月８日～
８月10日

　小学校５･ ６年生を対象とし、奥岳登山をメインに、太
平山の豊かな自然環境の中で宿泊を伴う集団生活、自然体
験、創作活動、野外活動などを通じて、青少年の心身の健
全な育成を図るために実施します。

まんたらめ　ちびっこ
キャンプ

10月８日～
10月９日

　小学校１・２年生を対象とし、妙見山軽登山やハイキン
グをメインに、太平山の豊かな自然環境の中で宿泊を伴う
集団生活、自然体験、創作活動、野外活動などを通じて、
青少年の心身の健全な育成を図るために実施します。

まんたらめ
ウインターキャンプ

１月５日～
１月６日

　小学校３･ ４年生を対象とし、スノーシュー体験をメイ
ンに、太平山の豊かな自然環境の中で宿泊を伴う集団生活、
自然体験、創作活動、野外活動などを通じて、青少年の心
身の健全な育成を図るために実施します。

まんたらめ 中学生交流
キャンプ

１月13日～
１月14日

　中学校１・２年生を対象とし、太平山の豊かな自然環境
の中で宿泊を伴う集団生活、冬の自然体験、創作活動、野
外活動などを通じて、青少年の心身の健全な育成を図るた
めに実施します。

青
少
年
・
成
人
教
育

まんたらめ　春のファミ
リーハイキング 

４月29日 　太平山リゾート公園を巡るハイキングと、軽登山を通し
て、親子の絆や他の家族との交流を深めるために実施しま
す。

まんたらめ　夏のファミ
リーキャンプ

７月22日～
７月23日

　テント設営や野外炊飯、キャンプファイヤーを通して、
親子の絆や他の家族との交流を深めるために実施します。

まんたらめ　秋のファミ
リーキャンプ

10月21日～
10月22日

　自然体験やクラフト作りを通して、親子の絆や他の家族
との交流を深めるために実施します。

まんたらめ　冬のファミ
リーキャンプ

２月11日～
２月12日

　１泊２日の親子スキー教室を通して、親子の絆や他の家
族との交流を深めるために実施します。

成

人

教

育

一般利用 ４月～３月 　太平山の豊かな自然環境の中で自然体験、創作活動、野
外活動を通じて、市民の生涯学習の推進を図るために実施
します。

まんたらめ　熟年塾
はじめてのガーデニング

４月23日 　花作りの知識や技能を身に付け、仲間づくりや生きがい
づくりを支援します。

まんたらめ　太平山
前岳登山

５月21日 　太平山前岳登山を通して自然体験を実施します。

まんたらめ　はじめての
ダッチオーブル料理

10月15日 　太平山の豊かな自然環境の中でダッチオーブン料理を体
験をします。

まんたらめ
スノーウォーキング体験

１月21日 　太平山の豊かな自然環境の中でスノーウォーキング体験
をします。

10　太平山自然学習センター ※共催事業
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

青

少

年

教

育

平日学校利用 ５月～２月 　市内小学校３年生および中学校２年生を対象とした科学
実験等の体験学習を行い、科学に親しむ心情を育てるとと
もに、科学的な見方、考え方を養うことを目指して実施し
ます。

※ＴＨＥ　ＫＡＧＡＫＵ ７月28日 　秋田県産業技術センター職員が、最先端科学技術を分か
りやすく提示します。

青

少

年

・

家

庭

・

成

人

教

育

科学つめあわせ便 ４月29日
６月11日
７月２日
９月３日
10月１日
11月５日
12月３日

　身近な現象や素材をテーマに科学実験や工作を行いま
す。

ロボットプログラミング
教室

５月13日
６月３日
９月16日
９月17日
10月14日
10月15日
（６回）

　パソコンでロボットの動きをプログラミングし、実際に
ロボットを動かします。

※どうぶつサイエンス
　2017

５月21日
11月12日

　動物の生態を探るワークショップと、大森山動物園ス
タッフによる動物の観察体験などを行います。

※南極の氷贈呈式
（自衛隊秋田地方協力本部
との共催）

６月24日 　南極の氷にふれたり、専門家による南極の講話を聞いた
りします。

※アルヴェ
summer summer フェスタ

７月16日
７月17日

　きらめき広場を利用したサイエンスショーや科学体験
コーナーを行います。

不思議アートのぞき箱
ワークショップ　立体万
華鏡

８月３日
８月４日

　大型立体万華鏡の展示と立体万華鏡づくりを行います。

※ 科学部員によるワーク
ショップ

８月５日
８月６日

　市内中・高等学校の科学部員が、学校毎にブースを設け、
科学ワークショップを行います。

※ 小学校教員によるワー
クショップ

８月８日
８月９日

　秋田市理科教育研究会員が、グループ毎にブースを設け、
科学ワークショップを行います。

きらめき de サイエンス 10月９日 　サイエンスサポーターによる、おもしろい実験と理科工
作のワークショップを行います。

電子工作教室 11月25日
12月23日

　はんだごてを使った電子工作を行います。

11　自然科学学習館 ※共催事業
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

青

少

年
・

家

庭
・

成

人

教

育

新春おもしろ体験 １月４日～
１月５日

　簡単な実験体験と理科工作のワークショップを行いま
す。

企画展 １月６日～
14日

　ＡＬＶＥ多目的ホールで科学捜査に関する特別企画展を
開きます。

※解剖にチャレンジ １月27日 　「解剖」をテーマとし、食肉衛生検査所と連携し、豚の
心臓の解剖を行います。

※蔵前理科教室 ２月4日 　蔵前工業会（東京工業大学同窓会）の会員が、簡単な科
学実験とものづくり教室を実施します。

※コズミックカレッジ ２月17日 　JAXAと連携し、ロケットの原理に関係したものづくり
や体験活動を行います。

ガラスアート教室 ２月24日 　ガラスの皿にルーターを使って模様を描きます。オリジ
ナルの作品に仕上げます。

※ サイエンスフェスティ
バル

３月３日 　市民交流プラザのきらめき広場にて、科学体験屋台での
実験や理科工作、サイエンスショーを行います。

成

人

教

育

科学つめあわせ便特別編
～大人の科学～

12月10日 　高校生以上を対象に身近な科学にふれる体験や実験また
は科学工作教室を実施します。
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

乳

幼

児

・

青

少

年

教

育

おはなしの会 毎週土曜日 　子どもの豊かな心をはぐくみ、本への関心を高めるため、
おはなし会を開催します。

子ども広場 年２回 　人形劇やパネルシアター、大型紙芝居とともに楽しむス
ペシャルなおはなし会を開催します。

おはなし会訪問 読書期間中 　保育施設を訪問し、読み聞かせや手遊びを行います。

こどもの読書週間資料展 ４月18日～
５月14日

　子ども読書の日と、こどもの読書週間に合わせた資料展
を開催します。

夏休みチャレンジコーナー ７月19日～
８月27日

　夏季休業期間に、自由研究や読書感想文など、課題の手
助けとなる本のコーナーを設置します。

図書館で本をさがそう
調べ物ステーション

７月25日～
７月28日

８月３日～
８月６日

　子ども専用の相談カウンターを設置し、夏休みの課題に
ついてのアドバイスを行います。

夏休み子ども講座 ８月１日 　夏季休業期間に、創作活動等の子ども向け講座を開催し
ます。

小学生の選書体験 ７月２日
７月９日
７月23日

（全３回）

　小学校の図書委員などを対象とした図書の選書体験を実
施し、購入した図書は学校巡回図書として役立てます。

中学生の選書体験 ７月～12月 　中学校の図書委員などを対象とした図書の選書体験を校
内で実施し、購入した図書は学校巡回図書として役立てま
す。

移動図書館車による学校
巡回サービス

通　年 　図書館から遠く離れた小規模小・中学校へ移動図書館車
による定期巡回を実施し、児童に読書活動の機会を提供し
ます。

図書館のお仕事たいけん ２月24日 　小学生を対象に、図書館の仕事を体験する講座を開催し
ます。

児童生徒への利用案内 通　年 　授業の一環として来館する児童生徒に、図書館の利用方
法を教えるほか、読み聞かせや調べ学習などに対してアド
バイスを行います。

※学校図書館支援 通　年 　学校図書館支援員（学校図書館サポーター）を市立16小
学校と市立５中学校へ派遣し、学校図書館の環境整備や読
書指導を行います。

12　中央図書館明徳館 ※共催事業
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

成

人

教

育

市民文化講座 ４回開催
予定

　市民の多様な学習ニーズに対応した各種講座を開催しま
す。

資料展 ４月～５月 　「勝平得之『千秋公園八景』を歩く」
　赤れんが郷土館所蔵の勝平得之『千秋公園八景』をもと
に千秋公園と勝平得之の本を展示します。

　

全

　

　

　

般

　

図書館資料の閲覧と貸
出、読書相談、調査等

通　年 　図書館資料の閲覧や貸出を行うとともに、読書相談や参
考調査に応じ、市民の生涯学習を支援します。

蔵書検索・予約システム
のＷｅｂ提供

通　年 　蔵書検索・予約システム機能をインターネット上で提供
します。

移動図書館車による地域
巡回サービス

通　年 　移動図書館イソップ号による定期巡回を実施し、図書館
から離れた地域への資料貸出サービスを提供します。

団体貸出および地域配本 通　年 　市内各団体への貸出をはじめ、児童施設や高齢者施設等
への資料配本サービスを行います。

対面朗読・テレフォン
サービス

毎週水・金
曜日

第３土曜日

　目の不自由な方のために、対面朗読室で資料の朗読や、
電話による朗読サービスを実施します。

図書館だより発行 年２回 　図書館の活動報告や資料紹介のため、図書館だより「明
窓」を発行します。

「秋田市の図書館要覧」
発行

年１回 　秋田市立図書館の概要や運営状況を取りまとめた「秋田
市の図書館要覧」を発行します。

新刊案内発行 不定期 　新しく図書館に入った本を紹介する新刊案内を児童、青
少年、一般ごとに発行します。

かぞくぶっくぱっく事業 通　年 　継続的な読書習慣と家族の交流の手助けをし、新しい本
との出会いを生み出す機会となるよう、司書が選書した図
書５冊を１パックにして貸出を行います。

資料展示 通　年 　様々なことについて興味がもてるよう、毎月テーマを変
えて資料展示コーナーを設置します。

郷土文学館
石川達三記念室

通　年 　第１回芥川賞受賞作家・石川達三氏を顕彰するため、著
書や原稿、絵画、写真等を展示紹介します。

読書週間資料展 10月下旬～
11月上旬

　文化の日と読書週間に合わせて資料展を行い、市民の読
書活動の推進に努めます。

図書館協議会 年３回 　図書館協議会を設置し、図書館運営全般について各分野
の有識者から助言を得ます。
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

　

乳

幼

児

教

育

　

フォンテ文庫のおはなし会
（フォンテ文庫）

毎月１回 　子どもの豊かな心をはぐくむためおはなし会を開催し、
本への関心を高めます。

作ってあそぼう工作会
（フォンテ文庫）　

毎月１回 　子どもの豊かな感情を養うため工作会を開催し、作る喜
びを感じる機会とします。

親子で楽しむわらべうた
（フォンテ文庫）

毎月１回 　赤ちゃんから３歳までの乳幼児と保護者を対象に、市民
サークル「めるへんくらぶ」によるわらべうたや絵本の読
み聞かせを行います。

親子で英語ｉｎフォンテ
文庫
（フォンテ文庫）

年10回 　赤ちゃんから小学校低学年までの子どもと保護者を対象
にボランティアグループ「あおむしイングリッシュ」が英
語での楽しいトークや読み聞かせ、リズム遊びなどを行い
ます。

スペシャルイベント
（フォンテ文庫）

６月 　フォンテ文庫開設６周年を記念して、市民サークル「め
るへんくらぶ」が行います。

※ ブックスタ－ト推進事業
（フォンテ文庫）

毎週土曜日
午前・午後

　生後４か月以上の０歳児とその保護者を対象に、絵本の
プレゼントや読み聞かせのアドバイス等を実施して、心ふ
れあう機会を提供します。

クリスマスイベント
（フォンテ文庫）

12月 　クリスマスに合わせて、親子が楽しめるイベントを開催
します。

全

般
パンダのえほん修理屋さん
（フォンテ文庫）

毎月１回 　市民が所有する破損した絵本の修理を、「パンダのえほ
ん修理屋さん」が無料で行います。
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

　

乳

幼

児

・

青

少

年

教

育

　

※せせらぎライブラリー
定例おはなし会

毎月第２木曜日
午前

　ボランティア「おはなしの会カレーライス」との連携事
業。乳幼児と保護者が、絵本やおはなしの楽しさを知り、
図書館を身近に感じる機会とします。

※ブックスタート推進事業 毎月第４火曜日
（5月1月は水）
午前・午後

　子ども未来部との連携事業。生後４か月以上の０歳児と
その保護者を対象に、絵本のプレゼントや読み聞かせのア
ドバイス等を実施して、心ふれあう機会を提供します。

こどもの読書週間資料展示 ４月18日～
５月14日

　こどもの読書週間に合わせ、資料展示「子どもが選んだ
子どもの本」を行います。

※ 高 校 生 の 読 み 聞 か せ
ワークショップ

６月28日 　御所野学院高等学校との連携事業。御所野学院高等学校
の図書委員と学校関係者を対象に、読み聞かせや手遊び、
工作などのワークショップを行います。

※小学生の選書体験 ８月５日 　市立小学校との連携事業。小学生の図書委員などを対象
とした図書の選書体験を実施し、購入した図書は学校巡回
図書として役立てます。

※中学生の選書体験 12月 　市立中学校との連携事業。中学生の図書委員などを対象
とした図書の選書体験を校内で実施し、購入した図書は学
校巡回図書として役立てます。

※学校図書館支援 通　年 　市立小中学校との連携事業。学校図書館支援員（学校図
書館サポーター）を市立６小学校と市立６小学校へ派遣し、
学校図書館の環境整備や読書指導を行います。

絵本のテーマ展示 通　年 　季節や行事にちなんだ絵本の展示を月替わりで行います。

※せせらぎライブラリー
子ども映画会

年３回 　秋田市視聴覚ライブラリーとの共催事業。学校の夏休み・
冬休み・春休み期間中に、子ども向けの名作映画などを上
映します。

　
成
　
人
　
教
　
育
　

※乳幼児学級への
読み聞かせ指導

６月14日 　乳幼児学級ひなたぼっことの連携事業。河辺地域の乳幼児
学級に出向き、読み聞かせに関するアドバイスを行います。

読書週間資料展示 10月24日～
11月15日

　読書週間に合わせ、資料展示を行います。

※ふれあい河辺企画展示 不定期 　図書館利用者との連携事業。市民の生涯学習の発表の場と
して、図書館の本を参考にして作った小物などを展示します。

図書のテーマ展示 通　年 　季節や時事に対応した一般向け図書の展示を月替わりで
行います。

　

全

　

般

　

図書館資料の閲覧と貸出、
読書相談、調査等

通　年 　図書館資料の閲覧や貸出を行うとともに、読書相談や参
考調査に応じ、市民の生涯学習を支援します。

かぞくぶっくぱっく事業 通　年 　継続的な読書習慣と家族の交流の手助けをし、新しい本
との出会いを生み出す機会となるよう、司書が選書した図
書５冊を１パックにして貸出を行います。

図書館だより発行 年２回 　図書館の事業や本の紹介など通して、図書館の周知を図
ります。

13　中央図書館明徳館河辺分館 ※共催事業
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

　

乳

幼

児

・

青

少

年

教

育

　

赤ちゃんのための「おは
なし会○（まるっ）」

第３木曜日
（ ４、 ８、
11、１月は

休み）

　０・１歳児とその保護者を対象におはなし会を開催し、
絵本や手遊びを楽しみます。

※ ブックスタート推進事業 第１木曜日
（５月、１月は
第２木曜日）
午前・午後

　生後４か月以上の０歳児とその保護者を対象に、絵本の
プレゼントや読み聞かせのアドバイス等を実施して、心ふ
れあう機会を提供します。

おはなしの会 第1・3・4
土曜日

　紙芝居や絵本、おはなしを聞くことを通して、本に関心
をもち図書館に親しむ機会とします。

おりがみの会 第２土曜日 　子どもたちが、簡単な折り紙を作って楽しみ、図書館に
親しむ機会とします。

こどもの読書週間関連事業 ４月29日 　講座「図書館の使い方はじめのいーっぽ」と題して、小
学１年生が図書館の使い方やマナーについて学びます。

あおぞらおはなし会 ６月３日 　幼児や小学校低学年とその保護者を対象に特別な会場で
おはなしの会を行い、図書館や本に親しむ機会とします。

夏休み子ども講座 ８月２日 　夏休み中の小学生を対象に実施します。

小学生の選書体験 ７月16日 　小学校の図書委員などを対象とした図書の選書体験を実
施し、購入した図書は学校へ貸し出します。

中学生の選書体験 ７月～12月 　中学校の図書委員などを対象とした図書の選書体験を校
内で実施し、購入した図書は学校へ貸し出します。

※北部地区読書感想文
　コンクール

１月27日 　土崎図書館友の会との共催による北部地区の小・中学生
を対象にした読書感想文コンクールを開催します。

※北部地区児童朗読大会 11月11日
12月16日

　土崎図書館友の会との共催による北部地区の小学１・２、
３･ ４年生を対象にした朗読大会を開催します。

冬の子ども広場 12月９日 　人形劇や大型紙芝居などを楽しむスペシャルなおはなし
の会を開催します。

学校図書館支援 通　年 　学校図書館支援員（学校図書館サポーター）を市立８小
学校・市立５中学校へ派遣し、学校図書館の環境整備や読
書指導を行います。

成

人

教

育

市民文化講座 ７月１日 　土崎港曳山まつりに関する講座を開催します。あわせて
共催で関連する資料の展示も行います。

８月11日 　土崎出身の研究者を招いて異文化や環境問題に関する講
座を開催します。

冬 　土崎地域の文化に関連した講座を開催します。

朗読のつどい ６月24日
10月７日
３月17日

　「土崎図書館朗読ボランティアはまなす」が詩や童話を
朗読します。

14　土崎図書館 ※共催事業
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

　

全

　

般

　

図書館資料の閲覧と貸
出、ビデオや CDの視聴、
調査や読書相談

通　年 　図書館資料の閲覧や貸出を行うとともに、読書相談や参
考調査に応じ、市民の生涯学習を支援します。

対面朗読・テレフォン
サービス

毎週
火・木曜日

　目の不自由な方のために、対面朗読室で図書資料などの
朗読や、電話による朗読サービスを行います。

土崎図書館だより 年６回 　事業紹介や本の紹介を通して、図書館のＰＲをします。

かぞくぶっくぱっく事業 通　年 　継続的な読書習慣と家族の交流を手助けし、新しい本と
の出会いを生み出す機会となるよう、司書が選書した図書
５冊を１パックにして貸出しを行います。

種蒔く人資料室 通　年 　土崎で創刊された雑誌『種蒔く人』と同人達を顕彰して
関係資料を展示します。

資料展示 通　年 　様々なことに興味が持てるよう、毎月テーマを変えて資
料展示を行います。

※図書館まつり 10月21日 　子どもから大人まで地域の図書館として親しみが持てる
よう、さまざまな企画を実施します。

－ 27 －



領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

乳

幼

児

・

青

少

年

教

育

おはなし会 通　年 本やおはなしを親子で楽しみ、図書館の楽しさを幼いと
きから感じてもらいます｡

※ブックスタート事業 主 に 第3水 曜
日

午前・午後

赤ちゃんととその保護者が絵本を介して、心触れ合う時
間を持つきっかけを作る事業として、「絵本」と「赤ちゃ
んと絵本を楽しむ体験」を提供します。

こどもの読書週間資料展示 ４月18日～
５月14日

春のこどもの読書週間資料展示として図書館だよりで勧
めた児童書を中心に展示します。

ブックトーク ６月13日
14日、16日

21日
11月（予定）

日新小学校３年生から６年生全員を対象にブックトーク
を行います。

「ててて・あそびの学校」
ブックフェア

６月13日～
29日

アトリエももさだで行われる事業に合わせ、「木」や「あ
そぶ」ことをキーワードにした本を展示、貸し出します。

※夏休み子ども講座 ７月25日 小学2年生から6年生を対象に『切り紙でデザインするス
テンシルマイバッグづくり講座』と題して開催します。

小学生の選書体験 ７月22日 学校図書館サポーターと連携し、小学校の図書委員を対
象に、選書の仕事を体験してもらいます。

中学生の選書体験 ( 予
定）

中学校の図書委員などを対象とした図書の選書体験を校
内で実施し、購入視した図書は学校巡回図書として役立て
ます。

冬のスペシャルおはなし会 12月（予定） おはなし、絵本、人形劇など、趣向を凝らした特別なお
はなし会を開催します。

学校図書館支援 通　年 学校図書支援員（学校図書館サポーター）を市立７小学
校、市立6中学校へ派遣し、学校図書館の環境整備や読書
指導を行います。

成

人

教

育

※映画鑑賞会 ６月24日 秋田公立美術大学の学生サークル「あらやちゃぷちゃぷ
大学」との共催で、新屋の町屋、渡邉幸四郎邸を会場に映
画「蝉しぐれ」を上映します。

講座 ７月（予定） 新屋拠点センターの開設までの経緯の説明と施設の見学
を行います。

講演会 ９月頃 上手な医者のかかりかたについて講演会を開催します。

15　新屋図書館 ※共催事業
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

成

人

教

育

秋のブックフェア 10/24 ～
11/15

秋の読書週間に合わせ、『（仮）アーサー・C・クラーク
生誕100周年を記念して』と題し、SF 特集を行います。

映画鑑賞会 3月頃 名作映画の鑑賞を楽しみます。

図書館資料の閲覧、貸出、
参考調査

通　年 図書館資料の閲覧や貸出、読書相談､ 参考調査とともに
生涯学習を支援します｡

図書館だより発行 月1回 本の情報や､ 図書館の行事などを広く市民に知ってもらい
ます｡

全

般

かぞくぶっくぱっく事業 通　年 世代別に用意した本5冊を詰めた本のお楽しみ袋を作り、
家族みんなに読書を楽しんでもらう機会とします。

ボランティア、体験学習、
職場研修の受入

通　年 図書館という場で得られる社会体験をする機会としま
す。

ブックリサイクル 6月10日 保存年限が過ぎた雑誌や、寄贈された図書を市民に無料
で譲り、本の循環を行います。

講座 3月頃 家庭菜園の入門講座を行います。

各種図書､ 資料の案内 ･
紹介

通　年 図書館の蔵書､ 新刊図書について館内各所に展示・掲示
を行い、読書活動の参考としてもらいます。
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領域 事　　業　　名 実施時期
（予定） 事　　　　業　　　　内　　　　容

　

乳

幼

児

・

青

少

年

教

育

　

読み聞かせ事業
「おはなし会」

通　年 　幼児・児童の読書離れを防ぐため、読み聞かせを通して
子どもや保護者が本とふれあう機会を提供します。
・図書館でのおはなし会（毎月第４金曜日）－読み聞かせ、
紙芝居、簡単工作などを行います。
・出張おはなし会（随時）－雄和、河辺地区の保育所や雄
和地域の小学校に出向き、読み聞かせを行います。

※ブックスタート推進事業 第３金曜日
午前・午後

　生後４か月以上の０歳児とその保護者を対象に、絵本の
プレゼントや読み聞かせのアドバイス等を実施して、心ふ
れあう機会を提供します。

こども読書週間資料展示 ４月18日～
５月14日

　こども読書週間に合わせ、資料展示を行います。

俳句作品交流事業 ７月～10月 　石井露月の師である正岡子規の生誕地松山市の高浜中学
校と雄和中学校との俳句作品交流を行います。

読書感想文事業 ７月～３月  　雄和、河辺地域の小・中学生を対象に作品を募集し、最
優秀賞・優秀賞・入選を選考して優秀者を表彰します。

小学生の選書体験 ７月30日 　小学校の図書委員などを対象とした図書の選書体験を実
施し、購入した図書は学校巡回図書として役立てます。

中学生の選書体験 ７月～12月 　中学校の図書委員などを対象とした図書の選書体験を校
内で実施し、購入した図書は学校巡回図書として役立てま
す。

※学校図書館支援 通　年 　学校図書館支援員（学校図書館サポーター）を市立４小
学校と市立２中学校へ派遣し、学校図書館の環境整備や読
書指導を行います。

　

成

人

教

育
　

石井露月顕彰事業「全国
俳句大会・第60回秋田市
短詩型大会」

９月16日 　短詩型作品を全国から募集し、入賞者の表彰や記念講演
会、分科会（作品講評）を行うほか、入賞作品等をまとめ
た作品集を作成します。

俳句の里づくり事業 ４月～３月 　雄和地域４か所に設置している投句箱の作品の中から優
秀句を選考し、全作品の句集を作成します。

古文書解読講座 毎月２回 　近世の古文書・古記録を解読し、郷土の歴史を知ること
で、郷土を愛する心を育てます。

　

全

般

　

図書館資料の閲覧と貸
出、読書相談、調査等

通　年 　図書館資料の閲覧や貸出を行うとともに、読書相談や参
考調査に応じ、市民の生涯学習を支援します。

雄和図書館だより他の発行 年２回 　本の情報や図書館の事業を紹介した「雄和図書館だよ
り」を発行します。また、「新館案内」を３回発行します。

かぞくぶっくぱっく事業 通　年 　継続的な読書習慣と家族の交流の手助けをし、新しい本
との出会いを生み出す機会となるよう、司書が選書した図
書５冊を１パックにして貸出を行います。

石井露月資料室 通　年 　郷土の俳人石井露月の功績を後世に引き継ぐため、資料
の整理・保存を行うとともに、作品を常設展示します。

資料展示 通　年 　さまざまな年代に向けて、テーマを変えて、各種資料を
展示します。

16　雄和図書館 ※共催事業
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１　生涯学習室 ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

家

庭

教

育

家庭教育相談事
業
「ぐりーん・え
こー」

　乳幼児期、小中学生等の
家庭教育上の相談にアドバ
イスなどを行った。

電話・面接相談 ４月～３月 子ども未来セン
ター

相談 483件

訪問相談 ５月～１月 保 育 園（所 ）・
幼稚園等

訪問 53件

乳幼児教育相談資料の
発行

４月
（１回）

生涯学習室 500部

家庭教育講座 　家庭教育に関する学びの
機会を提供した。

夏休み親子木工教室 ７月30日
（１回）

太平山自然学習
センター

小学校３年生～
５年生までの子
どもと保護者
 23人

12

「読み聞かせに楽しく
チャレンジ」

３月14日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 23人 ８

親のためのセミ
ナー
「楽しく子育て
自分育ち」

子どもが健やかに育つこと
を願って親や家族を支援す
るプログラム「ノーバディ
ズ・パーフェクト」により、
情報交換しながら自分らし
い子育てスタイルを見つけ
出す機会とした。

５月30日
６月６日
６月13日
６月20日
６月27日
（５回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 55人

託児
延べ 44人

40

親のためのセミ
ナー
「 お 伝 え し ま
す！子どもの話
を聴くコツ」

幼児期の子どもが健やかに
成長するよう、子どもの心
に寄り添って話を聴き、イ
ライラしないで上手に気持
ちを伝えるコツを学び、子
育てに生かす機会とした。

２月21日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 19人
託児 16人

８

青
少
年
教
育

青少年教室
ウェーブスト
レッチ教室

ウェーブストレッチリング
を用いて、のびやかなボ
ディアーチの動きを引き出
し、良い姿勢やスムーズな
動作を導き出すストレッチ
法を学んだ。

５月12日
５月19日
５月26日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 16人

24

－ 31 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

青

　

少

　

年

　

教

　

育

旬を味わう春
料理

旬の魚や野菜をふんだんに
使って、季節感あふれ、健
康にもよい料理を学んだ。

５月17日
（1回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 13人

８

働く若者のメ
ンタルヘルス
講座

職業生活に起こりがちなス
トレス状況への適切な対応
の仕方や、ストレス耐性を
高める習慣作りなどを学ん
だ。

５月24日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 3人 ８

ビ ジ ネ ス マ
ナー講座

ビジネスパーソンとして信
頼を得るための、コミュニ
ケーションスキルとしての
マナーの基本的な考え方や
実際を学んだ。

５月31日
６月７日
（２回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 12人

16

ア ロ マ テ ラ
ピーでフット
ケア

アロマテラピーを活かした
オイルを作るとともに、足
のむくみの解消などに役立
つマッサージの手技を学ん
だ。

６月１日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 13人 ８

プロが教える
コーヒー教室

コーヒーの最新事情や器
具・用具などについて話を
聞くとともに、美味しく淹
れるための抽出方法などを
体験的に学んだ。

６月９日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 ８人 ８

簡単☆本格タ
イ料理

カレーやスープ、デザート
など、タイの代表的な料理
の調理を楽しみ、和食とは
異なる食文化に触れた。

６月23日
（1回）

中央市民サービ
スセンター

市民 16人 ８

親子のゆかた
着付け教室

親子で浴衣の着付け方や、
和装での振舞の基本などに
ついて学んだ。

６月25日
（1回）

中央市民サービ
スセンター

親子 ６組
 13人
市民 ３人

８

ゆかた着付け
教室

浴衣の着付けと帯結び、ま
た和装での美しい作法や所
作などについて学んだ。

６月28日
６月30日
（２回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 36人

16

ビーズでご褒
美の素敵なア
クセサリー講
座

色とりどりのキラキラビー
ズを用いた、イヤリングや
ペンダントトップの創作を
楽しんだ。

７月１日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 ３人 ０

初めての手話 初歩的な手話を学び、あい
さつや自己紹介を手話で
行った。また、講師を介し
て聾者のお話を聞き、聴覚
障害への理解を深めた。

７月６日
７月13日
７月20日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 15人

24

ルーシーダッ
トンですっき
りキレイ♪

心身をリフレッシュさせる
効果のあるタイ式ヨガを学
んだ。

７月７日
７月14日
７月28日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 51人

24

－ 32 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

青

　

少

　

年

　

教

　

育

夏を乗り切る
スタミナ料理

旬の野菜などを用いた食欲
をそそるスタミナ料理のレ
シピや、食材の下ごしらえ
のコツなどを学んだ。

７月26日
（1回）

中央市民サービ
スセンター

市民 16人 ８

楽しい親子フ
ラダンス講座

親子で楽しくフラダンスの
練習に取り組み、ふれあい
や絆を深めた。

７月30日
８月１日
８月６日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 13人

24

親子で挑戦！
手打ちそばづ
くり

親子で協力してそばづくり
に挑戦し、ふれあいや絆を
深めた。

８月20日
（1回）

中央市民サービ
スセンター

親子 ８組
 18人

８

経絡リンパセ
ルフマッサー
ジ

身体の各所にあるツボを刺
激してリンパの流れを整え
るマッサージの手法を学ん
だ。

９月１日
９月15日
９月29日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 38人

24

本格手打ちそ
ばづくり

手打ちそばづくりに取り組
み、手作り料理の喜びを味
わった。

９月３日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 ８人 ８

アサーティブ
コミュニケー
ション

自分も相手も大切にしなが
ら自分の気持ちを伝えられ
るアサーティブコミュニ
ケーションを学んだ。

９月６日
９月13日
（２回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 11人

16

秋料理 秋田産の食材だけを用いた
郷土料理の調理を通して、
郷土の食事や農産物への関
心や理解を深めた。

９月27日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 11人 ８

バレトンでリ
フレッシュ

フィットネスとバレエとヨ
ガを合わせた有酸素運動で
固まった筋肉をほぐし、汗
を流して心身のリフレッ
シュを図った。

10月12日
10月19日
10月26日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 35人

24

※トラベル英
会話＆アメリ
カ料理

米国ボストンの旅行を想定
したトラベル英会話の練習
や、講師の郷里の人気料理
の調理などを通して、異文
化理解を深めた。

10月13日
10月20日
10月27日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 30人

０

ハロウィーン・
スイーツ作り

旬の野菜を使ったスイーツ
の作り方を学び、手作り料
理の楽しさを味わった。

10月25日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 12人 ８

ヒップホップ
ダンス

ヒップホップダンスの基本
技（ステップ）を学び、全
身で踊りながら身体表現の
喜びを味わった。

11月２日
11月９日
11月16日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 22人

24

－ 33 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

青

少

年

教

育

※ロシアの料
理と観光と文
化

ロシア料理の調理、ロシア
の風土や観光地についての
講話、ロシア語の挨拶の練
習などを通して、国際社会
に視野を広げる機会とし
た。

11月７日
11月14日
11月21日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 27人

０

子どものプロ
グラミング入
門－スクラッ
チで遊ぼう－

初心者向けプログラミング
言語を用いてゲーム作りな
どを楽しみながら、プログ
ラミングへの関心を高め
た。

11月19日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

小学生 30人 58.3

クリスマスの
『シュトレン』
づくり

ドイツ伝統の菓子パン作り
を通して、スイーツの手作
りの楽しさや喜びを味わっ
た。

12月１日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 19人 ８

楽しいエアロ
ビクス＆スト
レッチヨガ

軽快な音楽にのせた全身を
用いる有酸素運動とヨガで
心身のリフレッシュを図っ
た。

12月５日
12月12日
12月19日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 39人

24

ク リ ス マ ス
リース作り

各自が自分のセンスを生か
して、クリスマスのムード
を盛り上げるリース作りを
楽しんだ。

12月８日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 4人 ８

初心者のペン
習字

バランスのとれた美しい字
の書き方を基礎から学び、
日常の生活に取り入れた。

１月17日
１月24日
１月31日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 27人

24

※金融広報委
員会連携講座

「ライフプラン
お金と食と健
康の知恵」

家計を見直し収入を活用す
る方法と健康な生活を送る
ための知恵や、安価でヘル
シーなお弁当のレシピなど
を学んだ。

１月21日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 19人 ８

ズンバで楽し
く踊ろう !!

ラテン系の激しい音楽に合
わせて楽しく踊るととも
に、ヨガも取り入れて心身
のリフレッシュを図った。

２月６日
２月13日
２月20日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 34人

24

バレンタイン
の手作りチョ
コと料理

スイーツと季節感を活かし
た料理を調理しながら季節
の行事を楽しむとともに、
手作り料理の楽しさにふれ
た。

２月９日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 12人 ８

アロマハンド
クリーム作り

アロマテラピーを活かした
蜜蠟のハンドクリームの作
り方や、乾燥しがちな肌の
ケアのあり方などを学ん
だ。

２月23日
（1回）

中央市民サービ
スセンター

市民 ８人 ８

－ 34 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

成

　

人

　

教

　

育

　

講演会
「暮らしの中の
室礼＝節分＝」

年中行事である節分の意味
や由来等の話を聞きながら
室礼について学び、日本文
化への理解を深める契機と
した。

１月19日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 19人 ８

講演会
「女性の活躍推
進と多様性につ
いて考える」

国の計画やデータを基に女
性の活躍推進と多様性につ
いて考える機会とした。

2月 3日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 9人 12 

講演会
「世相雑感～激
動する世界情勢
と日本」

激動する世界情勢と日本と
の関係について深く掘り下
げて学び、政治・経済分野
への関心を高める契機とし
た。

12月13日
12月20日
（２回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 78人

16

講演会
「命 を 守 る！ 冬
の安全な入浴法
～ヒートショッ
クの実態と今日
からできる対策
～」

冬季に多い入浴時の事故の
特徴や秋田県の実態、予防
策等を知り、生活の改善に
役立てる契機とした。

12月１日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 10人 12

講演会
「齊藤壽胤氏が
語るお盆の不思
議と秘密」

お盆の行事や風習等につい
て民俗学の観点から迫るこ
とにより、秋田の文化や昔
の人々の考え方により一層
関心を持つ契機とした。

８月９日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 35人 ８

講演会
「おいしさを科
学する－家庭で
できる食の品質
情報学入門－」

食物の大事な品質の一つで
ある「おいしさ」とは何か
を知り、私たち自身の生体
をハカリにした評価法や、
おいしい味噌汁を作るため
の方法の概説を通して、品
質情報学を学んだ。

11月25日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 21人 ０

近代文学講座
「渡辺喜恵子文
学の魅力」

初の秋田県出身直木賞作家
である渡辺喜恵子の作品を
通して、渡辺喜恵子文学の
魅力にふれるとともに、彼
女の価値観や生き方などを
学んだ。

11月７日
11月14日
11月21日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 55人

36

古典文学講座
鴨長明「方丈記」
を読む

鴨長明「方丈記」を読むこ
とを通して豊かな古典の世
界にふれるとともに、自己
とは異なる価値観や生き方
を学んだ。

10月６日
10月13日
10月20日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 97人

24

－ 35 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

成

人

教

育

国際理解講座
「留学生『ハラー
ル』事情」

講話やハラールの菓子等の
試食を通し、食からイスラ
ム文化にふれる機会とし
た。

３月６日
（1回）

中央市民サービ
スセンター

市民 20人 ８

メディア学習
「情報ウオッチ
ング」

新しい目でものを見られる
よう、日常の生活圏から少
し離れた場所へバスで移動
し学習の場とした。実際に
情報を収集したり判断した
りしながら、情報を読み解
く力を養う機会とした。

10月５日
（１回）

日本国花苑
中央市民サービ
スセンター

市民 ９人 ８

ＩＴ講習
「ワードの基本」

社会活動等に役立てられる
ようワードの基本的な操作
を学んだ。

5月24・25日
7月26・27日
9月27・28日
２月１・２日
（８回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 68人

24

ＩＴ講習
「エクセルの基
本」

社会活動等に役立てられる
ようエクセルの基本的な操
作を学んだ。

６月28・29日
８月23・24日
10月25・26日
12月14・15日

２月28日
３月１日
（10回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 96人

30

心の健康教室
「心が元気でい
るために」

精神科医の話を聞くことに
より、個人や周囲の人の心
の健康に対する理解を深め
た。

７月19日
７月26日
（２回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 34人

20

健康教室
「笑 い ヨ ガ ～
笑って心も体も
元気に！」

笑いの体操とヨガの呼吸法
を組み合わせた「笑いヨ
ガ」を学ぶことを通して、
健康に関する理解を深め
た。

２月14日
（1回）

中央市民サービ
スセンター

市民 27人 ８

健康教室
「健康寿命を延
ばす秘訣教えま
す！」

健康で長生きするために大
切なことを学び、健康に関
する理解を深める機会とし
た。

２月８日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 46人 10

健康教室
「正しいスロー
ジョギング体験
講座」

隣の方と話ができるくらい
の運動の強さで行うスロー
ジョギングの理論と実技を
学び、健康維持に生かす契
機とした。

10月31日
（1回）

中央市民サービ
スセンター

市民 30人 5

女性のための健
康教室
「意 識 改 革！ 姿
勢美人」

美しい姿勢とバランスウ
オーキングについて学び、
健康の保持増進に役立てる
機会とした。

３月８日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

女性 40人 ８

－ 36 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

成

人

教

育

早めの準備が大
切！「生 活 設 計
セミナー」

生活設計と家計管理、生命
保険の考え方と活かし方、
最近の消費者トラブル事情
について、金融広報アドバ
イザーから解説してもら
い、生活に活かす機会とし
た。

７月５日
７月12日
７月19日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 36人

０

秋を楽しむいな
か料理

旬の食材を使った秋田で昔
から親しまれている家庭料
理を学び、日々の生活に役
立てるとともに参加者間の
交流を図った。

11月８日
11月17日
（２回）

中央市民サービ
スセンター

市民 31人 16

男の料理教室 料理の基本やコツを学びな
がら、性別による役割分担
意識について考えるととも
に、参加者間の交流を図っ
た。

11月26日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

男性 13人 ８

市民企画講座
「コミュニケー
シ ョ ン で 変
身！！ ア ク テ ィ
ブシニア」

シニア世代が、家庭や地域
において良好な人間関係を
つくり、社会参加の機会を
より充実させるために、コ
ミュニケーション力の向上
を図る機会とした。

12月８日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 20人 ８

市民企画講座
「鍋帽子で保温
調理・エコクッ
キング」

鍋帽子を使って調理実習・
試食を行うことで、光熱費
やＣＯ２削減、家事時間の
短縮、失敗が少なくおいし
く仕上がるなどの保温調理
のよさを学び、生活に生か
す契機とした。

２月６日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 24人 ８

リフレッシュ講
座
～癒しのフラダ
ンス～

簡単なフラダンスを学びな
がら、心身ともにリラック
スすることを促し、参加者
間の交流を図った。

７月６日
11月30日
（２回）

中央市民サービ
スセンター

女性 29人 16

リフレッシュ講
座
～和アートで心
のマッサージ～

パステルをパウダー状にし
て指で絵を描くことを通し
て、心身ともにリラックス
することを促し、参加者間
の交流を図った。

６月９日
10月21日
10月28日
（３回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 27人

24

リフレッシュ講
座
～「魅 力 」 を 生
かすメイクの秘
訣～

一人一人が本来持っている
「魅力」について学び、実
際に魅力を生かすメイク方
法を体験することで、自分
本来の魅力に気付く契機と
した。

10月31日
２月24日
（２回）

中央市民サービ
スセンター

女性 37人 16

－ 37 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

成

人

教

育

リフレッシュ講
座
～ハーブティー
を楽しもう～

ハーブティーに関する話を
聞いたり試飲したりしなが
ら、心身ともにリラックス
することを促し、参加者間
の交流を図った。

９月26日
12月19日
（２回）

中央市民サービ
スセンター

市民 38人 16

※チャイルドラ
インあきた
「子ども電話の
受 け 手 ボ ラ ン
ティア養成講座」

「ＮＰＯ法人 あきた子ど
もネット チャイルドライ
ンあきた相談事業部」との
共催事業。子どもの声に耳
を傾け、子どもが自分の力
に気付き自己決定できるよ
うにサポートするための

「子ども電話の受け手ボラ
ンティア養成講座」を開催
した。

８月27日
９月３日
９月４日
９月11日
９月25日
（10回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 172人

０

※コミュニケー
ションカフェ
～アサーティブ
に語ろう～

「あきたＡＴ研究会」との
共催事業。日常生活でうま
く伝えられなかった気持ち
や思いを語り合いながら、
自分も相手も大切にしなが
ら前向きに率直に、自分の
気持ちを表現するコミュ
ニケーションツールを学ん
だ。

５月～３月
の

第４土曜日
（11回）

中央市民サービ
スセンター

市民
延べ 94人

０

※母と子の安心・
安全の場所を求
めて
～びーらぶプロ
グラムをもちい
て～

「びーらぶ秋田」との共催
事業。暴力で被害を受けた
女性とその子どもたちが、
心理教育プラグラム「びー
らぶプログラム」をとおし
て、自分を大切にして周り
の人と安心で安全な関係を
つくれようになるための方
法を学んだ。

５月15日
５月22日
６月５日
６月19日
７月３日
（５回）

中央市民サービ
スセンター

女性
延べ 14人

子ども
延べ 13人

託児 
延べ ５人

０

新成人のつどい 運営協力委員会 ９月13日～
 １月27日
（５回）

教育委員会室 委員 ８人
延べ 36人

53

式典・アトラクション １月８日
（１回）

市立体育館 新成人 2,564人 1,690

市民大学講座 市民の学習ニーズに応え、
高度で専門的学習の機会を
提供した。

講演
「野菜と魚で健康長寿」

12月７日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 49人 12

講演

「えぶりばでぃ！OK！」
１月30日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 14人 12

講演

「秋田の伝統食－今、そ
して未来」

３月10日
（１回）

中央市民サービ
スセンター

市民 34人 12

－ 38 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

成
人
教
育

※ あきたふるさ
と学講座

　 「秋 田 市 探 訪
vol.5」

　秋田市の魅力を掘り起こ
し、さまざまな分野から学
ぶことにより、地域の将来
について考える機会を提供
した。

５月21日～
　７月16日
（６回）

秋田県生涯学習
センターほか

市民 257人

そ

の

他

視聴覚教育事業 視聴覚教育推進委員会 ６月29日
11月18日
（２回）

河辺総合福祉
交流センター

委員 ５人
延べ ９人

視聴覚教材および機材の貸
出・相談

通　年 視聴覚ライブラ
リー

貸出件数
・16ミリ 130本
 5,321人
・ビデオ 22本
 1,141人
・DVD 201本
 4,856人
・機材 429件
 9,827人

16ミリ映写機ボランティア
養成講座

11月５日
３月３日
（２回）

河辺総合福祉
交流センター

受講者 ７人 15

16ミリ映写機操作認定証更
新再講習会

10月22日
10月30日
（２回）

西部市民サービ
スセンター
東部市民サービ
スセンター

受講者
延べ ３人

10

視聴覚教材の整備・充実 通　年 視聴覚ライブラ
リー

新規購入教材・
機材
・DVD 11本
・ DVD 内 蔵 プ

ロジェクター
 1台

視聴覚ライブラリー上映
会・出張上映会の開催

６月15日～
　３月29日
（27回）

河辺総合福祉
交流センターほ
か

市民 1,220人
（出張上映会 735人）

社会教育委員の
会議

　社会教育に関する諮問機
関として会議を開催した。
また、社会教育施設の事業
実施状況について視察を
行った。

６月28日～
　３月15日
（５回）

教育委員会室ほ
か

委員 10人
延べ 39人

社会教育関係団
体の育成・活性
化

　社会教育関係団体等の育
成・活性化を図るため、事
業費補助や学習の支援を
行った。

通　年  1団体 100

　教育委員会とＰＴＡ連合
会との教育懇談会を開催し
た。

11月22日
（１回）

秋田ビューホテ
ル

参加者 62人

　秋田市ＰＴＡ連合会会報
「あきたっ子」（127号）へ
の青少年健全育成啓発記事
を掲載した。

３月１日
（１回）

23,500部 35

－ 39 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

生涯学習奨励員
協議会関係事業

　地域主導による生涯学習
を推進するため、生涯学習
奨励員が行う関係事業を支
援した。

役員会 ５月17日～
　２月10日
（３回）

秋田市中央市民
サ ー ビ ス セ ン
ター他

役員 16人
延べ 37人

総会 ５月27日
（１回）

イヤタカ 奨励員ほか
 99人

28

研究大会 11月11日
（１回）

河辺市民サービ
スセンター
ユフォーレ

奨励員ほか
 76人

生涯学習相談事業 10月１日～
　11月５日

公民館・コミュ
ニ テ ィ ー セ ン
ター等

相談件数 39件 10

広報誌「あしたの風」発
行

９月１日
２月10日
（２回）

各1,100部
編集委員 ８人

196

生涯学習奨励員協議会議
（中央・東部・西部・南部・
北部・河辺 ･ 雄和地域）

各２回 各市民サービス
センター

奨励員 120人
延べ 167人

835

地域づくり自主
企画事業

　地域の関係団体が実施す
る学習事業を支援し、地域
づくりを進めた。

（29回） 2,424人 287

中央市民サービスセンター （２回） 25人 25

我が家の味
噌づくり

一般市民を対象に、各家庭
で手軽に味噌づくりに挑戦
できる「我が家の味噌づく
り」を開催した。

２月１日 中央市民サービ
スセンター

15人 17

そば打ち体
験

中央地区生涯学習奨励員が
学習の成果を地域市民に還
元していく機会とするた
め、「そば打ち体験」を開
催した。

２月４日 中央市民サービ
スセンター

10人 ８

東部市民サービスセンター （１回） 21人 14

市民講座　
りっちゃん
の「寒天づ
くり教室」

寒天づくりをとおして、参
加者同士の交流を深め、地
域の活性化を図ることを目
的に実施した。

10月31日 東部市民サービ
スセンター

21人 14

西部市民サービスセンター （５回） 1,138人 35

親子講話会 保護者と生徒が一緒に講話
を聞くことにより、生き方
や職業について話し合う機
会とすることを目的に実施
した。

７月１日 勝平中学校体育
館

421人 ５

－ 40 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

そ

の

他

石田坂きず
なクラブ

地域の方々とともに講座を
通じ、仲間づくり、親睦を
深めることを目的に実施し
た。

11月６日 豊岩石田坂公民
館

32人 ５

新屋郷土文
化講演会

新屋地区の市民に聴講して
もらい、心豊かな教養文化
のまちとして発展すること
を目的に実施した。

11月19日 西部市民サービ
スセンター

61人 ５

あらや大川
散歩道雪ま
つり

小正月行事の「やまはげ」
で、地域の家内安全等を願
うとともに、雪まつりを盛
り上げることを目的に実施
した。

１月28日 新屋大川散歩道 503人 15

西部市民憲
章新春郷土
文化講演会

雄物川放水路工事着工100
周年を迎え、新屋地区の
人々の暮らしと生活環境の
変化を知ることを目的に実
施した。

３月11日 西部市民サービ
スセンター

121人 ５

南部市民サービスセンター （２回） 61人 40

南部８地区
子育て支援
サークル合
同運動会

南部８地区の主任児童委員
が運営する子育て支援サー
クルの合同活動として運動
会を開催した。

11月16日 ゆとり生活創造
センター　遊学
舎

42人 29

大住メンズ
専科料理教
室

男性が料理への関心を深め
る機会とするため、「そば打
ち」に挑戦した。

12月３日 大 住 地 区 コ
ミュニティセン
ター

19人 11

北部市民サービスセンター （４回） 413人 41

第３回みん
な で 歌 お
う！日本の
歌百選

日本の歌100選から唱歌な
どを伴奏に合わせて歌うこ
とにより、郷土愛をはぐく
むとともに参加者の交流を
図った。

９月３日 北部市民サービ
スセンター

131人 13

みなと伝統
文化を語る
集い

土崎港が日本海でのどのよ
うな役目をしたか。海運で
秋田の経済がどのように
潤ったかを学ぶ機会とした。

11月12日 北部市民サービ
スセンター

201人 12

飾り巻き寿
司づくり

飾り巻き寿司づくりをとお
して、家庭での食事を大切
にしてもらい、併せて参加
者相互の交流を図った。

11月17日 北部市民サービ
スセンター

16人 ８

環境と健康
の集い

地球温暖化問題や河川流域
の森林の大切さなどの講話
により、環境問題を再認識
する機会とした。

１月28日 北部市民サービ
スセンター

65人 ８

－ 41 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

そ

の

他

河辺市民サービスセンター （４回） 112人 34

秋から冬の
寄せ植え教
室

地域住民を対象に、秋か
ら来春まで楽しめるパン
ジー・ビオラを中心とし
た寄せ植えの仕方を体験
した。

10月４日 岩見三内地区コ
ミュニティセン
ター

26人 ８

写経、座禅
体験

河辺戸島地区にある満蔵
寺でお寺に関心のある方
を対象に、講話と写経や
座禅体験を行った。

11月22日 河辺戸島　満蔵
寺

23人 10

姉妹で昔っ
こ語って、
歌に踊り

地域住民を対象に、昔語
りや歌踊りを体験するこ
とにより、冬場の地域の
交流を深める機会とし
た。

２月１日 河辺市民サービ
スセンター

48人 ８

飾り巻き寿
司づくり体
験

地域の親子を対象に、協
力して動物などの飾り巻
き寿司づくりを通して、
家族の絆を深める機会と
した。

３月23日 河辺総合福祉交
流センター

15人 ８

雄和市民サービスセンター （６回） 137人 42

新波壮年会
研修会

新波地区壮年会の研修会
として、健康を維持する
ためのヒントを探るとと
もに、会員同士の交流と
絆を深めた。

４月24日 新波自治会館 18人 ８

畳表の小物
作り

地域住民を対象に、畳の
端材で小物を作り、いぐ
さの香りにふれ「和」の
心地よさを実感する機会
とした。

８月29日 雄和市民サービ
スセンター

12人 ５

第40回平尾
鳥文化祭講
演会

地域の連携が薄れてきて
いることから、常に笑顔
を忘れないように講話を
通じて地域住民の親睦と
交流を深めた。

11月13日 平尾鳥会館 31人 ８

高野自治公
民館研修会

高野地区の研修会とし
て、地域住民の融和と交
流を深めた。

12月11日 高野生活改善セ
ンター

20人 ５

繋自治公民
館研修会

繋地区の研修会として、
地域の教育力の向上と、
住民同士の交流を図りな
がら地域の繋がりの大切
さを学んだ。

２月26日 繋自治会館 23人 ８

下黒瀬自治
会館研修会

下黒瀬地区住民を対象
に、家族や地域住民との
関わり方を血液型で分析
し、地域活動や地域の繋
がりを学ぶ機会とした。

３月19日 下黒瀬自治会館 33人 ８

－ 42 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

そ

の

他

南部公民館 （１回） 40人 16

城南ジュニ
アスポーツ
クラブ

小学１～３年生児童を対
象に、由利本荘市赤田地
区の里山探検と炭焼き・
ピザ焼き体験を実施した。

９月10日 由利本荘市赤田
地区

40人 16

北部公民館 （４回） 477人 40

第22回 ど
じょっこふ
なっこの歌
を楽しむ集
い

金足西小学校児童と地域
住民が一緒になって合唱
や手遊びを行い、地域の
絆を深めながら学習し
た。

６月25日 金足西小学校内 370人 10

そば打ち体
験教室

そば打ち体験教室を開催
し、地区奨励員と地域住
民との交流や親睦を図り
ながら学習した。

12月３日 北部公民館 13人 14

飯島ジュニ
ア ク ラ ブ

「餅 つ き 体
験」

飯島小学校児童とその保
護者を対象に、餅つき体
験やお餅料理教室により
地域や親子の絆づくりを
深めた。

１月14日 飯 島 地 区 コ
ミュニティセン
ター

78人 11

そば打ち体
験教室

そば打ち体験教室を開催
し、地区奨励員と施設利
用者や地域住民との交流
を深める機会とした。

３月11日 北部公民館 16人 ５

「秋田市の社会教
育」の発行

秋田市の社会教育関連事業
の平成27年度実績と平成28
年度の計画をまとめた集録
を発行した。

７月発行
（１回）

生涯学習室 120部 179

「生涯学習ガイ
ド」の発行

市民サービスセンター、公
民館、コミュニティセン
ター等のサークル・クラブ
および生涯学習関連事業を
紹介した。

７月発行
（１回）

生涯学習室 450部

－ 43 －



２　北部公民館
領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

千円

乳

幼

児

教

育

金足西幼児学級 　子どもの育て方、しつけ
方を学んだ。

 ５月20日
10月７日
（２回）

金足西幼児園ほ
か

園児親子
延べ 88人

上新城幼児学級 ５月27日
10月７日
（２回）

上新城幼児園ほ
か

園児親子
延べ 53人

北・ら・らキッズ 　幼児期の豊かな心の育て
方や親子友達関係のあり方
について学んだ。

５月13日～
　３月１日
（11回）

北部公民館ほか 幼児親子 16組
延べ 242人

73

青

少

年

教

育

ジュニア教室 　手芸等を学び、ふれあい
を通して交流を図った。

７月29日
１月11日
（２回）

北部公民館 児童 11人 36

子 ど も 伝 統 行
事伝承活動

　地域で行われている伝承
活動（ヤートセ踊り、下小
太鼓）の発表や保存につい
て支援した。

10月15日
（１回）

北部公民館 秋田北中、ヤー
トセ踊り、下小
太鼓、金足西・
上新城幼児園
５団体 87人

35

家

庭

教

育

管 内 小 学 校 合
同 家 庭 教 育 学
級

　家庭教育のあり方につい
て学習をした。

７月１日
９月２日
（２回）

北部公民館 児童の保護者
延べ 17人

秋 田 北 中 学 校
家庭教育学級

　子どものよき理解者にな
るための学習をした。

７月１日
９月２日
（２回）

北部公民館 生徒の保護者
延べ 13人

8

成

人

教

育

春季囲碁大会 　融和と親睦を深め、参加
者間の交流を図った。

３月12日
（１回）

北部公民館 市民 35人 12

出前公民館事業 　地域住民の親睦と教養を
高めるため、学習活動を
行った。

上新城中町内 ６月16日
（１回）

由利本荘市 市民 33人

２町内（晃ヶ丘・青崎）
合同

10月21日
（１回）

由利本荘市 市民 21人

市民教室 　市民の学習意欲に対応し
た教養と生活技術の向上を
図りながら仲間づくりを支
援した。

草木染め教室 ７月20日
（１回）

北部公民館 市民 20人 8

－ 44 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

成

人

教

育

自然と親しむ会 ７月８日
（１回）

獅子ヶ鼻湿原  17人

親子クリスマスケーキづ
くり教室

12月17日
（１回）

北部公民館 親子 8組
 17人

18

女性手芸教室 ９月２日～
　９月16日
（３回）

北部公民館 市民

延べ 26人

24

女性フラワーアレンジメ
ント教室

２月25日
（１回）

北部公民館 市民 11人 11

春休み親子パンづくり教
室

３月18日
（１回）

北部公民館 親子 6組
 14人

11

女

性

教

育

金足婦人学級 　地域婦人の親睦を深めな
がら教養を高める機会を提
供した。

５月19日～
　３月２日
（７回）

金足地域センター
ほか

学級生 28人
　延べ 105人

5

飯島婦人学級 　学級生の交流と健康で明
るい生活を目指し、教養を
高めた。

５月９日～
　２月13日
（11回）

飯島地区コミュ
ニ テ ィ ー セ ン
ターほか

学級生 35人
　延べ 272人

8

あ か し あ 婦 人
学級

　町内婦人部と交流し、日
常生活の智恵を身に付け、
潤いのある家庭生活をはぐ
くんだ。

５月25日～
　12月17日
（７回）

穀丁公民館 学級生 25人
　延べ  139人

8

サークルくれない
婦人学級

　美しく充実した暮らしを
するために、衣・食・住に
新たな工夫を学び会員の親
睦と交流を図った。

４月19日～
　３月７日
（11回）

下飯島公民館ほ
か

学級生 30人
　延べ 195人

16

た ん ぽ ぽ 婦 人
学級

　子どもの健全な成長を目
指し、ふれあいの大切さと
取り巻く環境について学ん
だ。

４月20日～
　２月16日
（９回）

飯島地区コミュ
ニ テ ィ ー セ ン
ターほか

学級生 29人
　延べ 148人

8

高
齢
者
教
育

北部高齢者大学 　高齢者の生きがいと地域
社会への対応について学習
した。

５月18日～
　３月15日
（11回）

北部公民館 学生 24人
　延べ 170人

40

そ

の

他

サ ー ク ル 連 絡
協議会

　サークルの運営について
協議した。

４月16日～
（随時）

北部公民館 33サークル
会員 457人

公民館まつり 　サークルや地域住民が学
習・文化活動の成果を発表
し、学習意欲の向上と交流
を図った。

10月14日～
　10月16日
（３日間）

北部公民館 市民
　延べ 1,443人

76

－ 45 －



３　中央市民サービスセンター ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳
幼
児
教
育

幼児学級ひまわ
りキッズ

　幼児を持つ親と子の交流
の場を通して、家庭教育の
あり方や子育てなどを学習
をした。

6月29日
～2月14日
（10回）

中 央 市 民 Ｓ Ｃ
ほか

親子 18組
延べ 279人

40

青

少

年

教

育

子ども体験教室   夏休みなどを利用して、
創作活動や体験活動等の教
室を開催した。

子ども体験活動推進事業
親子陶芸教室

7月25日・
8月1日・

9日
(3回 )

中央市民ＳＣ 親子 10組
延べ 71人

24

親子きりえ教室 7月26･28日
8月2日
（3回）

中央市民ＳＣ 親子 9組
延べ 67人

24

家
庭
教
育

合同家庭教育学
級

　子育て講座を通して家庭
教育のあり方について学習
するとともに参加者同士の
交流を図った。

6月23日
～2月23日
（8回）

中央市民ＳＣ ３小学校保護者
37人

延べ 116人

32

成

人

教

育

地域別学習講座 　中央地区生涯学習奨励
員が中心となり、地域の
話題や歴史などそれぞれ
の地域の理解を深め、地
域住民や参加者が各講座
を通して楽しく学習し仲
間づくりを行った。

56 

赤れんが郷土館について
学ぶ

10月５日 赤 れ ん が 郷 土
館

18人 8

秋田弁の昔っこと手遊び 10月25日 泉コミセン 12人 8

楽しい体操で健康生活 11月11日 中央市民ＳＣ 38人

〃 11月25日 中央市民ＳＣ 39人

我が家の味噌づくり 11月24日 中央市民ＳＣ 13人 20

〃 11月30日 中央市民ＳＣ 15人 20

計135人

中央ナイスミド
ルカレッジ

退職後の男性が互いに長
年の知識や技術を提供し合
いながら時代に即した学習
を行い、交流を図った。

4月20日
～3月15日
（15回）

中 央 市 民 Ｓ Ｃ
ほか

47人
延べ 435人

32

－ 46 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

女

性

教

育

転勤奥様教室 本市に転入した女性を対
象に、市の社会性・地域性
を理解するとともに、参加
者相互の仲間づくりを図っ
た。

6月2日
 ～12月1日

（7回）

中 央 市 民 Ｓ Ｃ
ほか

14人
延べ 78人

32

保戸野女性学級 施設見学や健康、趣味等
の講座を通して、学級生同
士の親和に努めながら知識
を広げる学習をした。

6月21日
～2月21日
（9回）

保 戸 野 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ
ンター

保戸野地区33人
延べ 225人

32

ひろば女性学級 女性としての教養を高め
るために、さまざまな分野
にわたり学習した。

4月20日
 ～3月12日
（12回）

中央市民ＳＣ 中央地区37人
延べ 385人

24

八橋女性学級 健康で明るく生きるため
に、学習した基礎知識が家
庭生活に反映されるような
学習をした。

4月19日
  ～3月7日
（11回）

中央市民ＳＣ 八橋地区20人
延べ 165人

24

ミッシーのつど
い

「素敵な人生を目指し
て」をテーマとして健康で
活動的な学習をした。

4月14日
  ～3月9日
（10回）

中央市民ＳＣ 中央地区14人
延べ 90人

8

中通あすか会 　連帯の精神に満ちた健
康で活力のある学習をし
た。

4月12日
～3月14日
（12回）

楢 山 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ
ンター

中通地区14人
延べ 130人

16

八橋ひまわり女
性学級

女性としての教養を高
め、健康で潤いのある生活
を送るための学習をした。

4月14日
  ～3月9日
（13回）

八 橋 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ
ンター

八橋地区25人
延べ 250人

16

高

齢

者

教

育

秋田おもと高齢
者大学

さまざまな分野の知識を
学び、会員相互の親睦を図
りながら健康で明るく、生
きがいのある生活を送るた
めの学習をした。

4月12日
 ～3月21日
（23回）

中央市民ＳＣ 中央地区120人
延べ 2,189人

24 

秋田市中央高齢
者大学

会員相互の親睦を図り、
教養を高め健康で明るい生
活を送るための学習をし
た。

4月13日
  ～3月8日
（14回）

中央市民ＳＣ 中央地区120人
延べ 1,071人

16 

泉地区高齢者学
級

地域のみんなとふれあ
い、健康で明るい高齢者に
なるための学習をした。

4月12日
 ～3月14日
（12回）

泉 地 区 コ ミ ュ
ニ テ ィ セ ン
ター

泉地区30人
延べ 307人

16 

－ 47 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

高

齢

者

教

育

保戸野地区高齢
者学級

会員相互の親睦を図り、
健康で明るい高齢者になる
ための学習をした。

4月15日
  ～ 3月17

日
（12回）

保 戸 野 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ
ンター

保戸野地区30人
延べ 310人

16

川尻地区高齢者
学級

ふれあいと対話を大切に
し、健康で明るい高齢者に
なるための学習をした。

4月20日
～3月15日
（12回）

川 尻 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ
ンター

川尻地区27人
延べ 217人

 16 

茨島七丁目地区
高齢者学級

地域のみんなとふれあ
い、健康で明るい生活を送
るための学習をした。

4月18日
  ～ 3月13

日
（12回）

茨 島 七 丁 目 町
内会館

茨島地区66人
延べ 450人

16 

中通地区高齢者
学級

仲間づくりと生きがいの
ある生活を送るための学習
をした。

4月14日
  ～3月9日
（12回）

中通児童館 中通地区26人
延べ 260人

16 

そ

の

他

※ 第 １ 回 セ ン
タースまつり

中央地域づくり協議会と
共催し、地域の方々やサー
クル会員などの日ごろの学
習成果を発表・紹介した。

10月8日
～9日

(2日間 )

センタース
市民ホール
市民の座

1,900人

※中央市民ＳＣ
サークル協議会

サークルと連携をとりな
がら事業や活動を支援し円
滑な運営を支援した。

通　年 中央市民ＳＣ 75サークル
会員993人

※ 学 習 ボ ラ ン
ティア

乳幼児学級や生涯学習事
業へ積極的に参画した。

通　年 中央市民ＳＣ ボランティア
会員4人

30

－ 48 －



４東部市民サービスセンター� ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳
幼
児
教
育

トン東キッズ 　東部地区学習ボランティ
アの協力を得て、子育ての
学習をしながら親子の絆や
親同士の交流を深める機会
を提供した。

５月10日～
　２月14日
（10回）

東部市民サービ
スセンター

幼児と保護者
 25組
延べ 307人

5

青

少

年

教

育

※ 秋田市少年
　少女発明クラブ

　アイディア工作活動をと
おして、創造性豊かな人間
性を養う機会を支援した。

４月23日～
　３月４日
（22回）

東部市民サービ
スセンター

児童と指導者
延べ 382人

54

※山谷番楽伝
　承活動事業

　地域の連帯意識の高揚を
図るため山谷番楽の伝承と
保存を支援した。

４月25日～
　２月13日
（32回）

太平小学校 児童と保存委員
延べ 578人

36

東部地区
遊びの記録会

　児童同士が友情の輪を広
げる機会を提供した。

７月23日
（１回）

東部市民サービ
スセンター

子どもと協力者
 61人

21

※ 子ども映写会 　子どもの豊かな情操をは
ぐくむため、優良映画の鑑
賞を行った。

３月24日
（１回）

東部市民サービ
スセンター

子どもと協力者
 62人

成

人

教

育

※ 秋 田 の 史 跡
を学ぶ会

　秋田とその周辺の歴史に
ついて学ぶ機会を支援した。

８月24日
公開講座

１回

東 部 市 民 サ ー
ビスセンター

市民 60人 8

市民講座 　地域住民の学習ニーズに
対応した学習活動の機会を
提供した。

「初夏を楽しむ笹巻きづくり」
季節の味、笹巻きづくり
を通して、参加者同士の
交流を深めた。

６月７日
（１回）

東 部 市 民 サ ー
ビスセンター

市民 15人 14 

「石窯で焼くピザづくり」
生地から作る本格ピザを
手作りの石窯で焼き、参
加者同士の交流を深めた。

10月29日
（１回）

東 部 市 民 サ ー
ビスセンター

市民 15人 14 

「正しいスロージョギン
グ体験教室」
スロージョギングの正し
い理論と技術を楽しく学
び、参加者同士の交流を
深めた。

11月12日
（１回）

東 部 市 民 サ ー
ビスセンター

市民 30人 5

「クリスマスリース作
り」

11月26日
（１回）

東部市民サービ
スセンター

市民 15人 15

「本格点心をつくろう！」 ３月22日
（１回）

東部市民サービ
スセンター

市民 14人 8

「ポーセラーツでおひな
様」

２月18日
（１回）

東部市民サービ
スセンター

市民 12人 8

－ 49 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

女

性

教

育

ミセスカレッジ
東部

　充実した熟年期を送るた
めの学習を行った。

５月12日～
　３月９日
（10回）

東部市民サービ
スセンター

学級生 48人
延べ 313人

22

東部女性セミナー 　「考え行動する女性を目
指して」をテーマに自主的
な学習活動を推進した。

５月16日～
　３月13日
（10回）
公開講座

２回

東部市民サービ
スセンター

学級生 43人
延べ   311人

25

仁別婦人学級 　教養と生活に役立つ技術
の向上を図るための学習を
提供した。

７月７日～
　12月１日
（４回）

仁別公民館 学級生   16人
延べ 35人

16

高
齢
者
教
育

シルバーカレッジ
東部

　心身ともに健康に過ごす
ため、教養と生活に役立つ
学習機会を提供した。

５月11日～
　３月１日
（11回）

東部市民サービ
スセンター

学級生 52人
延べ   418人

28

千秋矢留寿学級 　教養を高め、活力ある地
域社会の発展に貢献するた
めの学習を行った。

４月28日～
　２月23日
（９回）

明徳地区コミュ
ニティセンター

学級生 30人
延べ   107人

13

そ

の

他

世代間交流会 　大人と子どもが昔からの
遊びを体験しながらふれあ
う機会を提供した。

１月11日
（１回）

東部市民サービ
スセンター

子どもと高齢者
 155人

14

※ 東部地区学習
　ボランティア

　ボランティア活動のあ
り方を学習するとともに、
サービスセンター事業への
参画や自主活動を支援し
た。

通　年 東部市民サービ
スセンター

会員 10人 36

※ い ー ぱ る ふ
れあいまつり

　「出あい・ふれあい・笑
顔咲く」をテーマに、サー
クルや地域住民が学習・文
化活動の成果を発表し、学
習意欲の向上と交流を図っ
た。

10月22日～
 23日
（２日間）

東部市民サービ
スセンター

市民
延べ 1,628人

－ 50 －



５　西部市民サービスセンター ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳

幼

児

教

育

　

子育てママのふ
れあい広場

　家族間のふれあいや、相
互の交流を深めながら子育
てについて学習した。

５月19日～
　２月16日
（10回）

西部市民サービ
スセンターほか

未 就 園 児 と 保
護者
 33組
延べ 312人

46

※どんぶらっ子 ４月28日～
　３月23日
（12回）

下浜地区コミュ
ニティセンター
ほか

未 就 園 児 と 保
護者
 10組
延べ 187人

16

※わかば学級 ５月12日～
　12月８日
（８回）

勝平地区コミュ
ニティセンター
ほか

未 就 園 児 と 保
護者
 ９組
延べ  196人

16

※ひよこ広場　 ４月15日～
　３月３日
（12回）

豊岩地区コミュ
ニティセンター

未 就 園 児 と 保
護者
 10組
延べ  153人

16

青

少

年

教

育

※親子わくわく
地引き網体験

地引き網体験を通じて、自
然の恵みや大切さを学ん
だ。

７月31日
（１回）

浜田浜 児童と保護者
 88人

30

親子陶芸教室 　陶芸に挑戦しながら親子
のふれあいや絆を深める機
会とした。

７月26日
（１回）

雄和いやしろち 児童と保護者
 ８組　24人

10

※ 森で遊ぼう～
自然観察と自
由工作

　自然観察等により親子や
子どもたち同士が楽しく交
流した。

７月28日
（１回）

秋田県環境と文
化のむら

児童と保護者
 16人

※和凧づくり 　普段作ることのない和凧
の制作をとおして、ものづ
くりを楽しんだ。

12月23日
（１回）

西部市民サービ
スセンター

児童と保護者
 13人

※ 親子でもちつ
き体験

　正月行事を通して、親子
のふれあいや絆を深める機
会とした。

１月８日
（１回）

西部市民サービ
スセンター

児 童 と 保 護 者
お よ び 地 域 住
民
 48人

20

※新屋の名人さ
　んに学ぼう

　日新小学校３年生の総合
的な学習の一貫として、秋
田市西部地域サークル連絡
協議会会員と交流した。

11月25日
（１回）

日新小学校 児童 146人
会員 18人

30

成

人

教

育

市民教室 　市民の学習ニーズに対応
した学習活動の機会を提供
した。

「学校給食から学ぶ～お
いしく食べて健康に～」

９月21日
（１回）

西部市民サービ
スセンター

市民 ９人

－ 51 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

成

人

教

育

市民教室 「知っておこう相続と贈
与」

10月19日
（１回）

西部市民サービ
スセンター

23人

「東 成 瀬 を 見 学 し よ
う！」

11月８日
（１回）

東成瀬村  43人

「正しいスロージョギン
グ体験講座」

12月1日
（１回）

西部市民サービ
スセンター

 20人 5

のぞみ学級 　身体に障がいがある方の
社会参加の促進と、健康管
理、教養を高める学習を
行った。

４月１日～
　12月17日
（９回）

西部市民サービ
スセンターほか

学級生 20人
延べ  117人

16

女

性

教

育

真砂婦人学級 　女性の知識と教養を高
め、地域づくりに果たす役
割などについて学習した。

４月22日～
　３月17日
（11回）

西部市民サービ
スセンターほか

学級生  28人
延べ  276人 

39

勝平婦人学級 ５月19日～
　３月16日
（11回）

勝 平 地 区 コ ミ
ニ ュ テ ィ セ ン
ターほか

学級生 28人
延べ 251人

46

わかば学級ＯＧ
会

５月11日～
　１月25日
（８回）

西部市民サービ
スセンターほか

会員 20人
延べ 73人

13

高

齢

者

教

育

秋田鈴杖大学 　健康で充実した人生を送
るために、知識の習得や健
康管理について学習した。

４月15日～
　３月17日
（12回）

西部市民サービ
スセンターほか

学生 53人
延べ  517人

34

※ 出前講座「新
屋田尻沢地区
高 齢 者 交 流
会」

　新屋田尻沢地区の高齢者
が集い講話を聞く。

10月27日
２月23日
（２回）

田尻沢町内会館  55人 18

そ

の

他

※  下浜地区世代
間交流会

　軽スポーツを通してふれ
あう機会を提供した。

11月26日
（１回）

下浜地区コミュ
ニティセンター

68人 ８

西部地区学習ボ
ランティア

　生涯学習事業への協力な
ど広く活動した。

通　年 西部市民サービ
スセンター

会員 13人

※ 西部地域
サークル連絡
協議会

　サークルの支援と活動の
充実を図った。

通　年 西部市民サービ
スセンター

79サークル
会員 943人

※ 第８回ウェス
ターまつり

　学習・文化活動の成果を
発表し、住民の学習意欲の
向上と交流を図った。

10月７日～
　10月９日
（３日間）

西部市民サービ
スセンター

市民
延べ 1,523人

－ 52 －



６　南部公民館（～9/30）・南部市民サービスセンター ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳
幼
児
教
育

子育て支援
すこやか広場

　乳幼児をもつ親を対象に
各種講座や交流の機会を提
供した。

８月29日～
　11月15日
（２回）

南部公民館ほか 就園前の子ども
と保護者
延べ 13人

※ 地 域 の 保 育
園 児 と 高 齢
者 と の 地 域
交流会

　「秋の遠足」

10月14日
（１回）

後藤果樹園 保育園児と高齢
者 61人

青

少

年

教

育

夏休み体験学習 　ものづくり・ふれあい体
験コーナー（切り絵、木彫
り、七宝焼、将棋、着物、
お茶）を企画し、普段得る
ことが出来ない事柄を学ぶ
場とした。

７月27日
（１回）

南部公民館 児童と保護者
 56人

※ ジ ュ ニ ア ス
クール

　学習ボランティアとの共
催により子どもたちに創作
活動の機会を提供した。

「クッキーづくり」 ７月29日
（１回）

南部公民館 児童 17人

家
庭
教
育

南 部 家 庭 教 育
学級

　家庭における学習やしつ
けについて学ぶとともに、
子育ての情報交換等の場と
した。

６月１日～
　12月６日
（７回）

南部公民館ほか 学級生  25人
　延べ 155人

11

成

人

教

育

市民講座 　市民の学習ニーズに対応
した学習活動の機会を提供
した。

　フォークダンス講習会 ５月27日
６月３日
６月10日
６月17日
（４回）

南部公民館 市民 ２人

　ミニ門松作り講座 12月26日
（１回）

南 部 市 民 サ ー
ビスセンター

市民  10人 10

　ＩＴ講座 ２月21日
２月28日
（２回）

遊学舎 市民 57人 16

　スロージョギング健康
講座

４月27日
７月８日
（２回）

南部公民館 一般市民  42人 10

南 部 さ わ や か
サロン

　身近な話題について学び
ながら学級生相互の交流を
図った。

５月11日～
　３月８日
（10回）

南部公民館ほか 学級生  27人
　延べ 160人

21

－ 53 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
成
人
教
育

※ 第45回南部地
区町内親善家
庭バレーボー
ル大会

　体力づくりと親善交流を
行った。（町内対抗）

６月26日
（１回）

上北手小学校体
育館

南 部 地 区 町 内
 15チーム
  153人

0

女

性

教

育

南 部 女 性 ひ ま
わり学級

　郷土の歴史などを学びな
がら学級生相互の交流を図
る学習を行った。

５月11日
（１回）

大仙市 学級生 40人
延べ 26人

0

南部女性セミナー 　すこやかな暮らしのため
の学習を行った。

５月18日～
　３月15日
（10回）

南部公民館ほか 学級生 45人
延べ 290人

10

ミセスセミナー
大住

　人生を楽しく生きるため
の学習を行った。

５月16日～
　12月19日
（８回）

大住地区コミュ
ニティセンター
ほか

学級生 40人
延べ 239人

10

高
齢
者
教
育

南星大学 　学生のニーズに応えた
テーマを設定し、学習した。

５月12日～
　３月９日

（9回）

南部公民館ほか 学生 32人
延べ 196人

10

そ

の

他

世代間交流会   昔の遊びを通して世代間
の交流を行った。

１月６日
12月16日
（２回）

牛島小学校ほか 子どもから高齢
者まで 236人

98

南 部 学 習 ボ ラ
ンティア

　ボランティア活動のあり
方を学習した。また、公民
館事業への協力やさまざま
な活動を展開した。

通　年 南部公民館ほか 会員 14人

旧南部公民館
サークル連合会
なんぴあサーク
ル連合会

　研修会、奉仕活動を通じ
て、登録サークル会員相互
の親睦と交流を図った。

通　年 南部公民館ほか
南部市民サービ
スセンターほか

58サークル
会員 720人
72サークル
会員 900人

なんぴあまつり 　サークルや地域住民が学
習・文化活動の成果を発表
し、学習意欲の向上と交流
を図った。

10月15日～
　10月16日
（２日間）

南 部 市 民 サ ー
ビスセンター

市民 2,000人

－ 54 －



７　北部市民サービスセンター ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳

幼

児

教

育

　

カンガルー学級   家族間のふれあいや、相
互の交流を深めながら子育
てについて学習した。

６月23日～
　12月８日
（７回）

北部市民サービ
スセンターほか

6か 月 ～1歳6か
月児と保護者
 26組
延べ 246人

26

ペンギン学級 ６月21日～
　12月９日
（７回）

北部市民サービ
スセンターほか

1歳6か 月 ～3歳
児と保護者
 20組
延べ 185人

23

乳幼児体験学習 　親子での自然体験を通し
て、親子のふれあいや参加
者相互の交流を深めた。

10月25日
（１回）

潟上市「加賀谷
果樹園」

幼 児 と そ の 保
護者
 14組
 32人

青

少

年

教

育

わくわくチャレ
ンジ家族

　野外活動などの交流を通
して、よりよい家族関係や
友人関係を築いた。

８月７日
10月16日
（２回）

太平山自然学習
センター
鳥海山獅子ヶ鼻
湿原

児童と保護者
延べ 40人

17

わんぱく塾 　夏・冬休みの期間に体験
活動を通して、豊かな人間
形成と参加者相互の交流を
図った。

８月10日
１月６日
（２回）

北部市民サービ
スセンター

児童
延べ 44人

10

夏休み子ども陶
芸教室

　もの作りの楽しさを通し
て、感性と創造性をはぐく
むとともに、参加者相互の
交流を深めた。

７月26日
（１回）

北部市民サービ
スセンター

児童 20人 10

リフレッシュ講座 　ＺＵＭＢＡ等を通して、
心身ともにリフレッシュす
る機会とした。

８月22日～
　10月18日  
（６回）

北部市民サービ
スセンター

受講者 47人
延べ 119人

48

※フォークダンス
　初心者教室

　フォークダンスを通して
参加者相互の交流と仲間づ
くりの機会とした。

５月11日～
　６月８日
（５回）

北部市民サービ
スセンター

受講者 30人
延べ 133人

家
庭
教
育

心のキャッチ
ボール

　小・中学生を取り巻く諸
問題や家庭でのしつけなど
について学習した。

６月17日～
　２月20日
（９回）

北部市民サービ
スセンターほか

学級生 11人
延べ 56人

35

成

人

教

育

ねむの木学級 　身体に障がいのある方の
健康維持管理と積極的な社
会参加や教養を高める学習
をした。

６月14日～
　10月11日
（５回）

北部市民サービ
スセンターほか

学級生 14人
延べ 32人

22

ふるさと再発見
セミナー

　地域の歴史を知り、また、
地域づくりを考える機会と
した。

６月10日
９月14日
（２回）

楢山地区めぐり 市民
延べ 30人

16

－ 55 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

成

人

教

育

市民教室 　市民の学習要求に対応
し、教養と生活に役立つ学
習活動の機会を提供した。

ミニ門松づくり 12月27日 北部市民サービ
スセンター

市民
延べ 15人

12

「スロージョギング体験
講座」
スロージョギングの理論
を学び体験する機会を通
して、市民の健康増進を
図った。

２月25日
（１回）

北部市民サービ
スセンター

市民 30人 5

女

性

教

育

みなと女性セミ
ナー

　女性の知識と教養を高
め、地域づくりに果たす役
割を学習した。

６月14日～
　３月14日
（10回）

北部市民サービ
スセンターほか

学級生 91人
延べ 771人

52

※ 土崎婦人会会
員交流のつど
い

　土崎地区の婦人会員が一
堂に会し、活動の活性化に
向けた情報交換を行うとと
もに、交流を図った。

11月21日
（１回 )

北部市民サービ
スセンター

会員 68人

高
齢
者
教
育

しおかぜ大学
（みなと・将軍
野・寺内・外旭川
学級）

　健康で充実した人生を送
るために、知識の習得や健
康管理について学習した。

５月26日～
　３月９日
（各11回）

北部市民サービ
スセンターほか

学生 126人
延べ 896人

83

そ

の

他

※土崎地区老人
クラブ連絡協議
会

　研修やスポーツ活動を支
援し、会員相互の交流を深
め、会活動の活発化を図っ
た。

通　年 北部市民サービ
スセンターほか

29単位クラブ
会員 1,091人

土崎地区学習
ボランティア

　生涯学習事業への協力な
ど広く活動した。

通　年 北部市民サービ
スセンターほか

会員 7人

※ 北部サークル
連絡協議会

　サークルの支援と活動の
充実を図った。

通　年 北部市民サービ
スセンター

66サークル
会員 1,152人

※第６回キタスカ
　まつり

　学習・文化活動の成果を
発表し、住民の学習意欲の
向上と交流を図った。

10月１日・
　10月２日
（２日間）

北部市民サービ
スセンター

市民
延べ 2,898人

－ 56 －



８　河辺市民サービスセンター ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳

幼

児

教

育

ひなたぼっ子 　「楽しく学びながら親子
の交流をはかろう」をテー
マに、子育て等について学
習した。

５月20日～
　２月15日
（９回）

河辺市民サービ
スセンターほか

乳幼児と保護者
 11組    
延べ 85人

52

※ 保育所教育事
業

　 「河辺・岩見三
内保育所」

　保育所と連携し、運動遊
びやお茶の作法等について
学び子どもの感性をはぐく
んだ。

８月25日～
　２月19日
（８回）

河辺・岩見三内
保育所

園児と保護者
延べ 503人

60

青

少

年

教

育

※ 児童教育事業
「読み聞かせ
会」

　年齢に合った絵本の朗読
等により情操を養うととも
に、児童の交流を図った。

11月17日
（１回）

河辺小学校 児童 199人 8

親子農業体験 　親子で農作業体験等を通
して、親子の絆を深める機
会とした。

６月11日～
　10月29日
（４回）

河辺岩見三内地
区

小学生親子
 6組
延べ 56人

20

親子体験まるご
と塾

　ものづくり体験を楽しみ
ながら、親子の絆を深める
機会とした。

７月27日～
　２月12日
（５回）

河辺総合福祉交
流センターほか

小学生親子
 49組
延べ 105人

32

夏･冬休み手づ
くり体験

　自然観察を通して、昆虫
や夏の花などについて理解
を深めるとともに、自由工
作やクリスマスケーキづく
りを体験し、親子のふれあ
いと参加者の交流を図っ
た。

８月２日
12月24日
（２回）

河辺総合福祉交
流センターほか

小 学 生 お よ び
小学生親子
延べ 47人

8

成

人

教

育

市民講座 ○ 樹脂粘土を使ったアクセ
サリーづくり

○ エコクラフトでの菓子皿
づくり

６月16日
９月15日
（２回）

河辺市民サービ
スセンター

市民
延べ 34人

16

ネイチャー
ウォーク

　ウォーキング等を通して
自然のすばらしさや奥深さ
を学び、参加者同士の交流
を図った。

６月23日～
　10月27日
（４回）

河辺地域ほか 市民
延べ 75人

32

手づくりパン教室 　自宅で簡単にできるパン
のつくり方を学んだ。

11月17日
（１回）

河辺総合福祉交
流センター

市民  11人 8

手打ちそば教室 　そば粉の練りから延ば
し、切り、茹でまでのそば
打ちを体験した。

12月13日
12月20日
（２回）

河辺総合福祉交
流センター

市民
延べ 19人

16

陶芸体験教室 　菓子鉢のつくり方を学び
ながら、日本の文化を考え
る機会とした。

８月31日
９月14日
（２回）

不衒窯工房 市民
延べ  16人

16

サークル体験教
室

　定期的に活動している
サークルと連携し、学習の
機会の提供を図った。

２月２日
２月14日
（２回）

河辺市民サービ
スセンター

  10人

－ 57 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

女

性

教

育

河辺さわやか
セミナー

　女性としての教養、生き
がい、健康づくり等身近な
生活問題について学習し、
会員の交流を図った。

６月７日～
　２月７日
（５回）

河辺市民サービ
スセンターほか

学級生 24人
延べ 78人

16

健康料理教室 　季節の食材を使った健康
料理を学ぶとともに参加者
の交流を図った。

６月１日～
　12月７日
（４回）

河辺総合福祉交
流センター

市民
延べ 58人

32

つけもの教室 　季節および地元産食材を
使い河辺地域の伝統ある漬
物の漬け方を学んだ。

８月１日
11月14日
（２回）

河辺総合福祉交
流センター

市民
延べ 20人

16

高
齢
者
教
育

せせらぎ塾 　教養、生きがい、健康づ
くり等の身近な生活問題に
ついて学習し、会員の交流
を図った。

４月24日～
　２月26日
（８回）

河辺市民サービ
スセンターほか

学級生 57人
延べ 285人

16

そ

の

他

※ 河辺サークル
連合会

　サークル連合会への支援
と活動の充実を図った。

通　年 河辺市民サービ
スセンター

24サークル
会員 199人

※第６回河辺
　まるごと祭り

　河辺の郷自治協議と連携
し、地域の方々やサークル
会員の日ごろの学習成果を
発表・紹介する機会とした。

10月15日
10月16日

（２日間）

河辺市民サービ
スセンターほか

市民
延べ 2,165人

－ 58 －



９　雄和市民サービスセンター� ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳
幼
児
教
育 

わんぱくキッズ 　家族間のふれあいや、相
互の交流を深めながら子育
てについて学習した。

４月22日～
　１月20日
（10回）

雄和市民サービ
スセンターほか

乳幼児と保護者
 12組
延べ 159人

60

家
庭
教
育

※ 保育所出前講座 　家庭教育のあり方や子育
てに関する講話を実施し
た。

６月９日～
　12月10日
（３回）

新波、川添、中
央各保育所

祖父母、保護者
延べ 146人

24

青

少

年

教

育

わんぱく王国 　親子で農作業や自然観察
を体験し、収穫の喜びや家
族の絆と参加者の交流を深
める機会とした。

５月22日～
　11月27日
（５回）

左手子地区ほか 児童と保護者
 21組
延べ 321人

52

書道教室 　書道の基本を学び、展覧
会作品や書き初めに挑戦し
た。

７月28日～
　１月６日
（４回）

雄和市民サービ
スセンター

児童
延べ 113人

20

親子チャレンジ
教室

　手作り豆腐、そば打ち、
クリスマスケーキ作りに挑
戦した。

７月31日～
　12月23日
（３回）

雄和市民サービ
スセンター

親子 23組
延べ 51人

18

　リサイクル瓶を利用して
花瓶や小物入れを作った。

６月25日～
　２月４日
（３回）

雄和市民サービ
スセンター

親子 13組
延べ 31人

手漉きのはがきと年賀状貼
り絵を体験した。

11月23日
（１回）

雄和市民サービ
スセンター

※ 親子 ６組
 16人

10

ミニ門松づくりを体験し
た。

12月25日
（１回）

雄和市民サービ
スセンター

※ 親子 ９組
 18人

10

成

人

教

育

ガラスボトル
クラフト講座

　リサイクル瓶を利用した
花瓶等を作りながら、リサ
イクル意識の向上と創造力
を養う機会とした。

５月26日～
　３月２日
（３回）

雄和市民サービ
スセンター

市民
延べ 15人

※ 生涯学習出前
講座

  

　講師を派遣し、地区公民
館の活動を支援した。

８月７日～
　２月19日
（４回）

女米木、銅屋地
区ほか

地区住民 182人 24

※ 健康づくり体
験講座

　市民の体力向上や健康増
進を図るとともに、参加者
のふれあいや交流の場とし
た。

６月14日～
　８月30日
（３回）

雄和体育館 市民
延べ 23人

女
性
教
育

女性セミナー
「ゆうわ」

　女性の知識と教養を高
め、地域づくりに果たす役
割などについて学習した。

６月16日～
　３月９日
（10回）

雄和市民サービ
スセンターほか

会員 45人
延べ 204人

32

高
齢
者
教
育

花陽クラブ 　健康で充実した人生を送
るために、知識の習得や健
康管理について学習した。

５月24日～
　２月21日
（10回）

雄和市民サービ
スセンターほか

会員 99人
　延べ 852人

45

－ 59 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

そ

の

他

※ 雄和サークル
連合会

　サークルの支援と活動の
充実を図った。

通　年 雄和市民サービ
スセンター

23サークル
会員 220人

※第６回ユービス
　まつり

　学習・文化活動の成果を
発表し、住民の学習意欲の
向上と交流を図った。

10月15日
10月16日

（２日間）

雄和市民サービ
スセンター

市民
　延べ 1.119人

－ 60 －



10　太平山自然学習センター ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

青

少

年

教

育

学校教育利用 　太平山の豊かな自然環境
の中で宿泊を伴う集団生
活、自然体験、創作活動、
野外活動などを通じて、青
少年の心身の健全な育成を
はかるために実施。
○ 野外活動（テント設営、

野外炊飯、オリエンテー
リング、キャンプファイ
ヤー、登山、スノーシュー
体験、そり遊び）

○ 自然観察（動植物の観察、
天体観測）

○ 創作活動（草木染め、ク
ラフトづくり）

５月10日～
　２月22日

太平山自然学習
センター

内訳
小学生 2,703人
中学生 2,394人
その他  165人

○宿泊利用 75校 5,249人
○日帰り利用 1校 13人

計 76校 5,262人

青

少

年
・

成

人

教

育

一般利用 　太平山の豊かな自然環境
の中で自然体験、創作活動、
野外活動などを通じて、市
民の生涯学習の推進を図る
ために実施。
○ 野外活動（テント設営、

野外炊飯、オリエンテー
リング、キャンプファイ
ヤー、登山）

○ 自然観察（動植物の観察、
天体観測）

○ 創作活動（クラフトづく
り）

４月１日～
　３月31日

太平山自然学習
センター

○宿泊利用 41団体 1,900人
○日帰り利用 24団体 1,093人

計 65団体 2,993人

青
少
年
教
育

主催事業 チャレンジキャンプ 8/9 ～11 太平山自然学習
センター

7人 16
ちびっこキャンプ 10/8 ～9 23人 22
ウインターキャンプ 1/6 ～7 5人 15
中学生交流キャンプ 1/14 ～15 22人 22

家
族
教
育

夏のファミリーキャンプ ７/23 ～24 32人 18
秋のファミリーキャンプ 10/22 ～23 26人 18
冬のファミリーキャンプ 2/18 ～19 24人 71
○宿泊利用 7回 139人 182

－ 61 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

はじめてのガーデニング 4/24 太平山自然学習
センター

9人 8
太平山前岳登山 5/29 19人 16
スノーウォーキング 1/22 16人 0
○日帰り利用 4回 44人 24

そ

の

他

○ボランティア 4/28 ～
2/14

太平山自然学習
センター

54人

○指導・講師 5/10 ～
2/22

47人

○運営協議会 8/16 6人
○利用学校説明会 4/15,11/11 105人

計 5回 212人

青
少
年
・
家
庭
・
成
人
教
育

－ 62 －



11　自然科学学習館 ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

平日学校利用 　市内小学校３年生および
中学校２年生を対象とした
科学実験等の体験学習を行
い、科学に親しむ心情を育
てるとともに、科学的な見
方、考え方を養うことを目
指して実施した。

５月17日～
２月３日

自然科学学習館 小学生 2,478人
中学生 2,533人

青

少

年

教

育

科学つめあわせ
便

　身近な現象や素材をテー
マにした科学実験や工作

春の野鳥観察 ４月29日
（１回）

自然科学学習館・
千秋公園

小学生以上
21人

13

紙の科学 ６月12日
（１回）

自然科学学習館 小学生以上
29人

10

とぶ科学 ７月10日
（１回）

自然科学学習館 小学生以上
36人

９

くっつく科学 ９月４日
（１回）

自然科学学習館 小学生以上
31人

12

天体観察 10月２日
（１回）

自然科学学習館・
秋田大学

小学生以上
33人

3

はかる科学 11月６日
（１回）

自然科学学習館 市民� 103人 2

捜査の科学 12月４日
（１回）

自然科学学習館 小学生以上
37人

1

※ どうぶつサイ
エンス

　動物の生態についての
ワークショップと、動物園
での観察

５月22日
（１回）

自然科学学習館
・大森山動物園

小学生以上
24人

1

11月13日
（１回）

自然科学学習館
・大森山動物園

小学生以上
25人

0

電子工作教室 　科学工作の実演と体験
金属探知機を作ろう ６月４日

（１回）
自然科学学習館 小学４年生以上

　12人
35

電子ゴマを作ろう 10月29日
（１回）

自然科学学習館 小学４年生以上
 24人

50

ボイスチェンジャーを
作ろう

11月26日
（１回）

自然科学学習館 小学４年生以上
 29人

51

南極の氷贈呈式 　南極の氷にふれたり、専
門家による南極の講話を
聞いたりします。

６月25日
（１回）

自然科学学習館 市民 53人 3

※ THE 
KAGAKU
鋳物づくりとセ
ンターの見学～

（秋田県産業技術セ
ンターとの共催）

　 秋 田 県 産 業 技 術 セ ン
ター職員による体験展示

８月27日
（１回）

自然科学学習館・
秋田県産業技術
センター

小 学 ５ 年 生 ～
中学３年生
 8人

18

※コズミックカ
レッジ

　JAXAの協力のもと、ロ
ケットや宇宙飛行士に関
する体験

１月14日
（１回）

AL ☆ VE
多目的ホール

小学生以上
63人

58

－ 63 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

※蔵前理科教室 　蔵前工業会の会員によ
る科学工作の実演ともの
づくり

２月５日
（１回）

自然科学学習館 小学生以上
36人

1

青

少

年

・

家

庭

・

成

人

教

育

ロボットプログ
ラミング教室

　パソコンでロボットの
動きをプログラミングし、
実際にロボットを動かし
ます。

４月30日
５月14日
５月15日
９月17日
10月15日
12月23日
（６回）

自然科学学習館 小学４年生以上
199人

186

※ ドリーム サ
イエンスクラ
ブ2016

　秋田大学教育文化学部
理科教育研究室の学生に
よる科学の楽しさを感じ
てもらう体験ブース

５月28日
（１回）

自然科学学習館 市民 100人 1

※ ア ル ヴ ェ
s u m m e r 
summer フェ
スタサいえン
す☆ワールド

　サイエンスショーや科
学体験

７月17日
７月18日
（２回）

AL ☆ VE
きらめき広場・
多目的ホール

市民 2,754人 2,600

不思議アートの
ぞき箱

　不思議アートのぞき箱
（万華鏡）づくり

７月27日
７月28日
（２回）

AL ☆ VE
多目的ホール

市民 201人 208

※ 科 学 部 員 に
よ る ワ ー ク
ショップ（秋
田市理科教育
研究会との共
催）

　風車づくりや DNA スト
ラップづくりなど、中高生
が企画したワークショッ
プ

８月６日
８月７日
（２回）

自然科学学習館 市民 643人 56

※教職員による
ワークショップ
（秋田市理科教
育研究会との共
催）

　おゆまる粘土工作やス
ライムづくりなど、教職員
が企画したワークショッ
プ

８月９日
８月10日
（２回）

自然科学学習館 市民 828人 50

※ き ら め き de
サイエンス

　水中シャボン玉や浮沈
子など、学生サポーターが
企画した科学教室

８月11日
（１回）

AL ☆ VE
きらめき広場

市民 877人 47

科学つめあわせ
便特別編
～大人の科学～

　葉脈標本づくり 12月11日
（１回）

自然科学学習館 高校生以上 8人 4

新春☆おもしろ
体験

　皿回し体験やプラ板工
作などの実演と体験

１月４日～
　１月６日
（３回）

自然科学学習館 市民 1,047人 10

※ 解剖にチャレ
ンジ !

　食肉衛生検査所と連携
し、豚の心臓の解剖と講話
会

１月28日
（１回）

自然科学学習館 小学生以上
32人

16

青
少
年
教
育

－ 64 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

青
少
年
・
家
庭
・
成
人
教
育

※ 冬 の サ イ エ
ン ス フ ェ ス
ティバル

　鏡の迷路やサイエンス
ショー

２月17日
２月18日
（２回）

AL ☆ VE
きらめき広場、
多目的ホール

市民 3,145人 1,360

ガラスアート教
室

　ガラスの性質を利用し
た工作

３月４日
（１回）

自然科学学習館 小学４年生以上
 33人

15

パ ネ ル 巡 回 展
「地球から宇宙
へ」

　最新鋭の望遠鏡がとら
えた天体写真の展示

３月11日～
３月29日
（15回）

自然科学学習館 市民 480人 6

－ 65 －



12　中央図書館明徳館 ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳

幼

児

・

青

少

年

教

育

おはなしの会 　大型絵本や紙芝居の読み
聞かせ、手遊びを行った。

毎週土曜日
（48回）

中央図書館明徳館 乳幼児と保護者
延べ 595人

子ども広場 　人形劇やパネルシアター
など子ども向けの行事を開
催した。

６月19日
12月18日
（２回）

中央図書館明徳館 幼児と保護者
 100人

資料展示 　「調べ学習に役立つ夏休
みチャレンジコーナー」

７月20日～
８月28日

（１回）

中央図書館明徳館

子ども読書活動
推進事業

　「図 書 館 で 本 を さ が そ
う！～子ども調べ物ステー
ション～」

７月26日～
７月29日

８月18日～
８月21日
（８回）

中央図書館明徳館 児童
 289人
 331件

　「小・中学生の選書体験」
を開催し、購入した図書は
学校巡回図書として役立て
た。

７月３日
７月10日
７月23日
（３回）

中央図書館明徳館 児童
延べ 31人

146

７月15日～
12月13日

（７回）

市内中学校 生徒
延べ 97人
教職員
延べ 16人

488

「ほどの保育園へのおはな
し会訪問」

４月25日
（１回）

ほどの保育園 園児と保育士

 78人

　「あさひ保育園へのおは
なし会訪問」

11月７日
（１回）

あさひ保育園 園児と保育士
 44人

子ども読書活動
推進事業

　子ども読書週間資料展示
「絵本が育てる
こどものこころ」

４月19日～
５月15日

（１回）

中央図書館明徳館

※ 夏休み子ども
講座

　「科学工作にチャレンジ」 ８月２日
（１回）

中央図書館明徳館 児童 20人

図書館体験活動 　「図書館の
お仕事たいけん」

12月24日
（１回）

中央図書館明徳館 児童 13人

環境講座 　「ごみ減量のおはなしと
マイバッグ作り」

７月26日
（１回）

中央図書館明徳館 子どもと保護者
 25人

－ 66 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳
幼
児
・
青
少
年
教
育

※ 学校図書館支援 　学校図書館支援員（学校
図書館サポーター）を市立
小・中学校へ派遣し、学校
図書館の環境整備や読書指
導を行った。

通　年 小学校18校
中学校２校

18,039

成

人

教

育 

文化講演会 　「曙山と田沼と源内」 ７月12日
（１回）

中央図書館明徳館 市民 64人 10

　「日本百名城をゆく」 ７月28日
７月29日
（２回）

中央図書館明徳館 市民 
延べ 128人

10

　「行った気になれる！
遠い国！～ルワンダ編～」

９月24日
（１回）

中央図書館明徳館 市民 26人

　「松下の復活」 ２月25日
（１回）

中央図書館明徳館 市民
 50人

20

　「秋田の森とそこに生き
るクマ」

３月20日
（１回）

中央図書館明徳館 市民 82人 20

 「のんびりが見た秋田」 ３月25日
（１回）

中央図書館明徳館 市民 66人 20

市民文化講座 　「セカンドライフに活か
す仕組作り」

１月28日
（１回）

中央図書館明徳館 市民 14人

　「日本刀入門講座
～刀を学ぶ～」

12月10日
（１回）

中央図書館明徳館 市民 44人

資料館 　「土方巽資料展～メモリ
アル30 ～」

４月26日～
　５月８日
（１回）

中央図書館明徳館 市民

　「勝平得之『千秋公園八
景』を歩く」

４月19日～
　５月29日
（１回）

中央図書館明徳館 市民

全
　
　

般

図書館資料の閲
覧と貸出、読書
相談、調査等

　図書館資料の閲覧や貸出
を行うとともに、読書相談
や参考調査に応じた。

通　年 中央図書館明徳館 入館者数
 249,629人
貸出点数
 348,385点
ビデオ視聴者数
 1,270人
CD 視聴者数
 755人
ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数
 20,631件

14,363

－ 67 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

全

般

蔵書検索・予約
システムのＷｅｂ
提供

　秋田市立図書館蔵書検
索・予約システム機能をイ
ンターネット上で提供し
た。

通　年 中央図書館明徳館

対面朗読・テレ
フォンサービス

　目の不自由なかたのため
に、対面朗読室で、図書館
資料の朗読や、電話による
朗読サービスを行った。

毎週
水・金曜日
第３土曜日

中央図書館明徳館 対面朗読件数
 0件
ﾃﾚﾌｫﾝｻｰﾋﾞｽ件数
 282件

図書館だよりの
発行

　本の情報や図書館の事業
活動を紹介した図書館だよ
り「明窓」を発行した。

９月
（１回）

800部 49

移動図書館車巡
回および団体配
本

　図書館から離れた地域の
住民や来館が困難な方々へ
貸出サービスを実施した。

巡回日程表
による

市内22か所の巡
回場所

貸出点数（学校
巡回、特別巡回
含む）
 44,042点

学校巡回（移動
図書館イソップ
号）

　小規模小学校へ巡回を実
施し、図書の貸出しを行う
など、読書の機会を提供し
た。

巡回日程表
による

上新城小学校ほ
か９校

郷土文学館
石川達三記念室

　郷土出身の第１回芥川賞
受賞作家・石川達三氏を顕
彰するため、著書や原稿、
絵画、写真等を展示紹介し
た。

通　年 中央図書館明徳館

か ぞ く ぶ っ く
ぱっく事業

　さまざまなジャンルの本
を５冊詰め合わせた「本の
お楽しみ袋」を４種、世代
別に用意し、家族で利用し
てもらった。

通　年 中央図書館明徳館
フォンテ文庫

子 ど も か ら 大
人まで
作成
 353ぱっく
貸出
 758ぱっく

（明・フォンテ分）

9,157
（全館分）

資料展 　毎月のテーマなどに沿っ
た図書の展示を行った。

通　年 中央図書館明徳館

雑誌リサイクル 　保存年限の過ぎた雑誌を
市民に無料で譲り、リサイ
クルの大切さを伝えた。

３月11日
（１回）

中央図書館明徳館 市民 313人

図書館協議会 　図書館の運営状況や課題
等について協議した。

７月14日～
２月14日

（２回）

中央図書館明徳館 委員 12人 147

「秋田市の図書
館要覧」の発行

　市立図書館全館を対象と
した要覧を発行した。

７月発行
（１回）

200部 106

－ 68 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳

幼

児

・

青

少

年

教

育

おはなしの会 　大型絵本や紙芝居の読み
聞かせ、手遊びを実施した。

毎月１回
（12回）

フォンテ文庫 幼児と保護者
延べ 125人

作ってあそぼう
工作会

　親子で楽しめる簡単な工
作会を開催した。

毎月１回
（12回）

フォンテ文庫 幼児と保護者
延べ 142人

親子で楽しむわ
らべうた

　わらべうたや絵本の読み
聞かせを実施した。

毎月１回
（12回）

フォンテ文庫 幼児と保護者
延べ 337人

親 子 で 英 語 in
フォンテ文庫

　親子で英語を楽しむ機会
を提供した。

ほぼ毎月１回
（10回）

フォンテ文庫 幼児と保護者
延べ 641人

※ ブックスタート
推進事業

　絵本のプレゼントや読み
聞かせのアドバイス等を実
施して、心ふれあう機会を
提供した。

４月１日～
３月31日

（163回）

フォンテ文庫 生後４か月以上
の０歳児と保護
者 528組

フォンテ文庫
ありがとう
５周年

「わらべうた」って
たのしいなぁ

７月３日
（１回）

フォンテ文庫 幼児と保護者
 39人

８

「うきうき！
サマー工作会」

７月３日
（１回）

フォンテ文庫 幼児と保護者
 13人

８

　ボランティアグループパン
ダのえほん修理屋さんによる
５周年記念特別おはなし会

７月16日 フォンテ文庫 幼児と保護者
 39人

フォンテ文庫
クリスマス
スペシャル　

　みんなおいでよ
おはなしハーモニー

12月４日
（１回）

フォンテ文庫 幼児と保護者
 51人

８

「クリスマス
キラキラ工作会」

12月４日
（１回）

フォンテ文庫 幼児と保護者
 ９人

全

般

図 書 資 料 の 貸
出、おはなし会、
読書相談、調査
等

　サービスカウンターでは
事前予約された本の貸出と
返却、子どもライブラリー
ではおはなし会や読み聞か
せを実施したほか、学習ス
ペースを市民に開放した。

通　年 フォンテ文庫 入室者数
 111,326人
貸出点数
 8,834点
ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数
 1,100件

177

パンダのえほん
修理屋さん

　「パンダのえほん修理屋
さん」により市民から依頼
された破損した絵本の修理
を無料で行った。

毎月１回
（12回）

フォンテ文庫 修理件数
 230件

子ども読書活動
推進事業

　「保育士への講習会」 12月27日
（１回）

あさひ保育園 保育士
 　3人

－ 69 －



13　中央図書館明徳館河辺分館 ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳

幼

児

・

青

少

年

教

育

※ 学 校 図 書 館
支援

　市立小中学校との連携事
業。学校図書館支援員（学
校図書館サポーター）を市
立６小学校と市立６小学校
へ派遣し、学校図書館の環
境整備や読書指導を行っ
た。

通　年 小学校７校
中学校７校

絵 本 の テ ー マ
展示

　季節や行事にちなんだ絵
本の展示を月替わりで行っ
た。

通　年 中央図書館明徳
館河辺分館

幼児～一般

※ せ せ ら ぎ ラ
イ ブ ラ リ ー 定
例おはなし会

　手遊び、絵本、紙芝居な
どを行い、交流を深める機
会とした。７月からは新た
に発足したボランティア

「おはなしの会カレーライ
ス」との連携事業になった。

毎月第２水
曜日

（12回）

中央図書館明徳
館河辺分館

※ ブ ッ ク ス
タ ー ト 推 進 事
業

　子ども未来部との連携事
業。絵本のプレゼントや読
み聞かせのアドバイス等を
実施して、心ふれあう機会
を提供した。

毎月第４火
曜日

（ １ 日 ２
回、計24回）

河辺総合福祉交
流センター

生後４か月以上
の０歳児と保護
者
 33組

こ ど も の 読 書
週間資料展示

　こどもの読書週間に合わ
せ、資料展示「子どもが選
んだ子どもの本」を開催し
た。

４月19日～
５月22日

中央図書館明徳
館河辺分館

児童・生徒

※ 高 校 生 の 読
み 聞 か せ ワ ー
クショップ

　御所野学院高等学校との
連携事業。当該高校の図書
委員と学校関係者を対象
に、読み聞かせや手遊び、
工作などのワークショップ
を行った。

６月29日 御所野学院高等
学校

生徒・学校関係
者
 19人

※ 小 学 生 の 選
書体験

　市立小学校との連携事
業。小学生の図書委員など
を対象とした図書の選書体
験を実施したほか、購入し
た図書は学校巡回図書とし
て役立てた。

７月24日 河辺総合福祉交
流センター

児童 12人

※ 夏 休 み 子 ど
も講座

　秋田市環境部との共催事
業。「切り紙でデザインす
るステンシルマイバッグづ
くり講座」を開催した。

８月17日 河辺総合福祉交
流センター

親子 20人 8

－ 70 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳

幼

児
・

青

少

年

教

育

※ 保 育 園 児 へ
のおはなし会

　かんば保育園、秋田市河
辺保育所との連携事業。手
遊び、絵本、紙芝居などを
行い、図書館に親しみを持
つ機会とした。

11月11日
12月15日
３月17日

中央図書館明徳
館河辺分館

保育園児と先生
 100人

※ 中 学 生 の 選
書体験

　市立中学校との連携事
業。中学生の図書委員など
を対象とした図書の選書体
験を校内で実施したほか、
購入した図書は学校巡回図
書として役立てた。

12月５日 太平中学校 生徒 7人

※ せ せ ら ぎ ラ
イ ブ ラ リ ー 子
ども映画会

　秋田市視聴覚ライブラ
リーとの共催事業。学校の
夏休み・冬休み・春休み期
間中に、子ども向けの名作
映画などを上映した。

７月29日
12月27日
３月29日

河辺総合福祉交
流センター

幼児～一般
 314人

成

人

教

育

図 書 の テ ー マ
展示

　季節や時事に対応した一
般向け図書の展示を月替わ
りで行った。

通　年 中央図書館明徳
館河辺分館

一般

※ 乳 幼 児 学 級
へ の 読 み 聞 か
せ指導

　乳幼児学級ひなたぼっこ
との連携事業。河辺地域の
乳幼児学級に出向き、読み
聞かせに関するアドバイス
を実施した。

６月15日 河辺市民サービ
スセンター

河辺地域乳幼児
学級
 18人

読 書 週 間 資 料
展示

　読書週間に合わせ、資料
展示「読みくらべ！昔と今
の人気作家」を開催した。

10月25日～
11月15日

中央図書館明徳
館河辺分館

※ ふ れ あ い 河
辺企画展示

　図書館利用者との連携事
業。市民の生涯学習の発表
の場として、「石ころ動物
園」を展示した。

６月28日～
８月28日

中央図書館明徳
館河辺分館

※ 河 辺 で お も
し ろ い こ と 見
つけよう

　河辺分館図書館応援団と
の連携事業。第26回事業と
して「秋田弁で語る昔ばな
しと詩」、「世界の民謡を訪
ねて」を開催した。

12月17日 河辺総合福祉交
流センター

市民 78人 18

－ 71 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

全

般

図 書 館 資 料 の
閲覧と貸出、読
書相談、調査等

　図書館資料の閲覧や貸出
を行うとともに、読書相談
や参考調査に応じ、市民の
生涯学習を支援した。

通　年 中央図書館明徳
館河辺分館

入館者数
 13,488人
貸出点数
担当集計中
ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数
 1,759件

1,498

か ぞ く ぶ っ く
ぱっく事業

　さまざまなジャンルの本
を図書５冊詰め合わせた

「本のお楽しみ袋」を４種、
世代別に用意し、家族で利
用してもらった。

通　年 中央図書館明徳
館河辺分館

子どもから大人
まで
作成
 93ぱっく
貸出
 182ぱっく

図書館だより 　図書の情報や図書館の事
業活動などを紹介した「せ
せらぎライブラリーだよ
り」を発行した。

年２回 中央図書館明徳
館河辺分館

雑 誌 リ サ イ ク
ル

　保存年限の過ぎた雑誌を
市民に無料で譲り、リサイ
クルの大切さを伝えた。

３月５日 河辺総合福祉交
流センター

市民 92人

－ 72 －



14　土崎図書館 ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳

幼

児

・

青

少

年

教

育

赤ちゃんのため
の「おはなし会
○（まるっ）」

　絵本やおはなし、わらべ
うたなどを楽しむ機会とし
た。

毎月
第３木曜日
（4，8，11，1
月を除く）
（８回）

土崎図書館 ０･１歳児と保護者
延べ 91人

※ ブックスター
ト推進事業

　絵本のプレゼントや読み
聞かせのアドバイス等を実
施して、心ふれあう機会を
提供した。

４月７日～
３月２日
（24回）

土崎図書館 生後４か月以上
の０歳児と保護
者
延べ 126組

おはなしの会 　読み聞かせや手遊び、工
作などを行った。

毎月
第１・３・４

土曜日
（33回）

土崎図書館 幼児・低学年児
童と保護者
延べ 315人

おりがみの会 　簡単な折り紙とおはなし
を楽しんだ。

毎月
第２土曜日
（12回）

土崎図書館 幼児・低学年児
童と保護者
延べ 108人

こどもの読書週
間関連事業

　子ども体験講座「めざ
せ！！図書館マスター」

４月24日
（１回）

土崎図書館 児童 0人

あおぞらおはな
し会

　人形劇、紙芝居などを
行った。

６月４日
（１回）

土崎図書館 幼児・低学年児童 
と保護者

40人

3

※ 夏休み子ども
講座

　環境部と共催で「切り紙
でデザインするステンシル
マイバッグづくり」を開催
した。

８月２日
（１回）

土崎図書館 児童と保護者
26人

※  子どもの読書
イベント

秋田県読書活動推進本部と
共催で「ビッキーとハッ
ピー読書」を共催した。

12月３日
（１回）

土崎図書館 幼児・児童と
保護者 45人

冬のおはなし会 　人形劇、紙芝居、ハンド
ベルの演奏などを行った。

12月10日
（１回）

土崎図書館 幼児・低学年児
童と保護者

56人

3

※北部地区読書
　感想文コン
　クール

　北部地区の小・中学生を
対象に読書感想文の募集と
表彰式を開催した。

２月４日
（１回）

土崎図書館 児童・生徒と
保護者 11人

※北部地区児童
　朗読大会

　北部地区の小学生が教科
書に掲載された作品の朗読
をした。

11月12日
2月４日
（２回）

土崎図書館 児童と保護者
延べ� 402人

－ 73 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳
幼
児
・
青
少
年
教
育

子ども読書活動
推進事業

　「小学生の選書体験」を
開催し、購入した図書は学
校巡回図書として役立て
た。

７月２日
（１回）

土崎図書館 児童� 15人

学校図書館支援 　学校図書館支援員（学校
図書館サポーター）を市立
小・中学校へ派遣し、学校
図書館の環境整備や読書指
導を行った。

通　年 小学校７校
中学校６校

成

人

教

育

※ 朗読のつどい 　朗読会を開催した。 ７・10・
12・３月
（４回）

土崎図書館 市民
延べ� 162人

市民文化講演会 　「平和の願いを語り継ぐ
～秋田弁で語る『かあさん
の木』～」を開催した。

6月25日
（１回）

土崎図書館 市民� 42人 4

館長講座 　「港曳山まつりの楽しみ
方 Part ２～外題札に見る
曳山の世界～」を開催した。

7月9日
（１回）

土崎図書館 市民� 60人

市民文化講座 　「『種蒔く人』と秋田の女
性」を開催した。

10月9日
（１回）

土崎図書館 市民� 32人 4

市民文化講座 　「子どもの本っておもし
ろい」を開催した。

10,12,1月
（３回）

土崎図書館 市民
延べ� 46人

市民文化講座 　「セカンドライフに活か
せる仕組みづくり」を開催
した。

2月11日
（１回）

土崎図書館 市民� 11人

全

般

図書館資料の閲
覧と貸出、読書
相談、調査等

　図書館資料の閲覧や貸出
を行うとともに、読書相談
や参考調査に応じた。

通　年 土崎図書館 入館者数
92,759人

貸出点数
146,512点

ビデオ視聴者数
1,192人

CD 視聴者数
183人

ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数
5,898件

1,612

対面朗読・テレ
フォンサービス

　目の不自由な方のため
に、対面朗読室で新聞など
の図書館資料の朗読や電話
による朗読サービスを実施
した。

毎週
火・木曜日

土崎図書館 対面朗読件数
4件

ﾃﾚﾌｫﾝｻｰﾋﾞｽ件数
419件

－ 74 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

全

般

図書館だよりの
発行

　本の情報や図書館の事業
活動を紹介する「土崎図書
館だより」を発行した。

隔　月 土崎図書館

ボランティアの
活動の受入れ

　地域の人にボランティア
活動の場を提供した。

通　年 土崎図書館

種蒔く人資料室 　土崎で創刊された「種蒔
く人」の関係資料を展示し
た。

通　年 土崎図書館

※展示 　地域の方の協力で資料展
を開催した。

７、８月
（２回）

土崎図書館
ギャラリー

資料展示 　こどもの読書週間に、中
学生の選書体験事業で選定
された資料を「中学生が選
んだ中学生のための本」と
して展示貸出した。

４月23日～
　５月31日

土崎図書館

※図書館まつり 　土崎図書館友の会と共催
で、「図書リサイクル市」、

「図書館クイズ」などを実
施し、子どもから大人まで
地域や図書館に親しみをも
つ機会を提供した。

10月22日
（１回）

土崎図書館 市民 571人

か ぞ く ぶ っ く
ぱっく事業

　さまざまなジャンルの本
５冊詰め合わせた「本のお
楽しみ袋」を４種、世代別
に用意し、家族で利用して
もらった。

通　年 土崎図書館 子どもから大人
まで
作成� 202ぱっく
貸出� 765ぱっく

－ 75 －



15　新屋図書館 ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

定例おはなし会 本やお話の世界の豊かさ
に親子でふれ、読書の楽し
さを感じる機会とした。

毎月
第１土曜日、
第２火曜日
（22回）

新屋図書館 乳幼児と保護者
延べ� 279人

千円

乳

幼

児

・

青

少

年

教

育

こどもの読書週
間資料展示

春の読書週間に合わせ
「心にのこる思い出の本・
読みつがれる本」と題し、

「こどものとも」等、児童
書を展示した。

４月19日～
５月15日

「ててて・あそ
びの学校」関連
ブ ッ ク フ ェ ア

「『木』『あそぶ』
『はかる』」

アトリエももさだで行わ
れる事業に合わせ､ ７月
３１日まで資料展示を行
なった。

７月１日～
７月31日

新屋図書館

「読書の喜びを
キミにパス！ブ
ラウゴンとエン
ジョイ読書」

ブラウブリッツ秋田のマ
スコットキャラクター、ブ
ラウゴンと一緒に読み聞か
せを開いて本とふれあっ
た。

７月27日 新屋図書館研修
室およびカウン
ター

子ども� 35人

子ども読書活動
推進事業

学校図書館サポーターと
連携し､ 小学校の図書委員
を対象に、選書を体験して
もらった。購入した図書は
学校巡回図書として役立て
た。

８月６日 新屋図書館研修
室

児　童� 9人

※夏休み子ども
講座

環境都市推進課と共催
で､ 小学生を対象に、ごみ
減量のおはなしとステンシ
ルマイバックづくりを行っ
た。

８月９日 新屋図書館研修
室

子ども� 17人 8

※ブックスター
ト事業

赤ちゃんとその保護者が
絵本を介して、心ふれあう
時間を持つきっかけを作る
事業として、「絵本」と「赤
ちゃんと絵本を楽しむ体
験」を届けた。

平成28年４
月13日～
平成29年３
月８日（12
回）

新屋図書館研修
室

生後4 ヶ月以上
の0歳児とその
保護者
� 89組

冬のスペシャル
おはなし会　

幼児向けと赤ちゃん向け
に対象を分けて実施。子ど
もだけでなく大人にも参加
してもらい、お話がもたら
す暖かで楽しい一時を一緒
に過ごした。

12月 ３ 日、
13日（２回）

新屋図書館研修
室

� 59人 10

ブックトーク 日新小学校３年生から６
年生全員を対象にブック
トークを行った。

１月17日、
18日、19日

24日

日新小学校 � 566人

－ 76 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
青
少
年
教
育

学校図書館支援 学校図書支援員（学校図
書館サポーター）を市立小
学校へ派遣し、学校図書館
の環境整備や読書指導を
行った。

通　年 小学校6校、中
学校6校

全

般

かぞくぶっく
ぱっく事業

世代別に用意した本5冊
を詰めた本のお楽しみ袋を
作り、家族みんなに読書を
楽しんでもらう機会とし
た。

通　年 新屋図書館カウ
ンター前

子どもから大人
まで
作成� 215ぱっく
貸出� 732ぱっく

小林衛己子氏講
演会「子どもの
発達とわらべう
た～心と心をつ
ないで～」

ボランティアや一般の方
を一緒にわらべうたの実演
と講話を行い、その魅力や
意義を語り学んだ。

５月14日 新屋図書館研修
室

市民� 58名

ほくとライブラ
リー新屋図書館
郷土講座「秋田
市無形民俗文化
財指定記念新屋
鹿嶋祭りを知ろ
う」

地域の伝統行事の祭りの
内容を聞き、文化財指定に
いたるいきさつを学んだ。

６月１日 新屋図書館研修
室

市民� 28名

秋のブックフェ
ア「文学賞受賞
作品展」

主に直木賞､ 芥川賞､ 江
戸川乱歩賞を受賞した作品
を展示した。

10月25日～
11月15日

新屋図書館

新屋図書館市民
講座

「セカンドライフに活か
せる仕組みづくり」をテー
マに、北都銀行行員の方が
講話。

２月９日 新屋図書館 市民� 21人

特別ブックフェ
ア
「『ぶっちゃけ
みんなまちづく
りっていうけ
ど何やってん
の？っていうお
話の一部のコト
と、まちづくり
プレーヤー活動
報告会』に（こ
こだけのはな
し）思いっきり
便乗した新屋図
書館の本の展
示」

アトリエももさだで行わ
れたまちづくりの報告会に
合わせ、資料展示を行った。

３月１日～
３月30日

新屋図書館

新屋図書館映画
鑑賞会

名作「蝉しぐれ」の映画
鑑賞会を行った。

３月９日 アトリエももさだ 市民� 107人

－ 77 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費

全

般

ほくとライブラ
リー新屋図書館
郷土講座「日吉
神社の歴史を知
る」

日吉神社を見学しなが
ら、宮司さんから神社の歴
史や由緒についてお話いた
だいた。

３月23日 日吉神社 � 20人 10

ほくとライブラ
リ ー 新 屋 図 書
館 ア ー ト 講 座

「アートでわか
る私と社会」

秋田公立美術大学岩井成
昭教授が、アートと社会と
のかかわりについて、分か
りやすく解説した。

３月26日 新屋図書館 � 25人 17.5

図書館資料の閲
覧と貸出、視聴
覚資料の利用、
読書相談、調査
等

図書館資料の閲覧、貸出
を行うとともに、調査相談
や参考調査に応じ、市民の
生涯学習を支援した。

休館日を除
く毎日

新屋図書館 入館者数
延べ � 79,968人
 貸出点数（雑
誌、視聴覚資料
含む）
� 120,129 点
ビデオ視聴者数
� 959人
CD 視聴者数
� 121人
レファレンス
� 5,891件

図書館だよりの
発行

本の情報や、図書館の行
事などを広く市民にお知ら
せした。

毎　月 新屋図書館

ボランティア、
体験活動の受け
入れ

学校体験学習や職員研修
を受入れ支援、授業で利用
の仕方を学ぶ支援をした。

通　年 新屋図書館

資料展示 地場産業である酒造りと
酒に関する資料を展示し
た。

通　年 新屋図書館倉庫
棟

月1回テーマを替えて、
ミニ資料展示を行った。

毎　月 新屋図書館

社会で話題になっている
時事ネタに関する本を展
示、貸出を行った。

毎　月 新屋図書館

－ 78 －



16　雄和図書館 ※共催事業

領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

乳

幼

児
・

青

少

年

教

育

読み聞かせ事業
「おはなし会」

　幼児・児童の読書離れを
防ぐため、子どもや保護者
が本とふれあう機会を提供
した。

４月27日～
　３月22日
（31回）

雄和図書館ほか 幼児・児童と保
護者
　延べ 1,203人

84

※ブックスタート
推進事業

　絵本のプレゼントや読み
聞かせのアドバイス等を実
施して、心ふれあう機会を
提供した。

４月15日～
　３月17日
（12回）

雄和図書館 生後４か月以上
の０歳児と保護
者
 21組

読書感想文事業 　雄和、河辺地域の小・中
学生を対象に作品を募集
し、優秀者を表彰した。

７月21日～
　３月１日
（１回）

雄和図書館 児童・生徒 21人 115

子ども読書活動
推進事業

　「小学生の選書体験」を
開催し、購入した図書は学
校巡回図書として役立て
た。

７月30日
（１回）

雄和図書館 児童
延べ 8人

学

校

教

育

※学校図書館支
援

　学校図書館支援員（学校
図書館サポーター）を市立
小・中学校へ派遣し、学校
図書館の環境整備や読書指
導を行った。

通　年 小学校３校
中学校３校

成

人

教

育

石井露月顕彰事業
「全 国 俳 句 大
会・第59回秋田
市短詩型大会」

　石井露月の功績を県内外
に広く顕彰するため、短詩
型作品を全国から募集し、
入賞者の表彰や記念講演
会、分科会等を行った。ま
た、入賞作品等をまとめた
作品集を作成した。

短詩型大会
９月17日
（１回）

秋田県生涯学習
センター

当日参加者数
157人

投句数� 4455

492

俳句の里づくり
事業

　雄和地域４か所に設置し
ている投句箱の作品の中か
ら優秀句の選考と全作品の
句集を作成した。

４月１日～
　10月31日
（１回）

秋田空港ほか
３か所

80句
延べ 44人

69

古文書解読講座 　近世の古文書・古記録を
解読し、郷土の歴史を知り、
郷土を愛する心を育てる機
会とした。

毎月２回開催
（24回）

雄和図書館 市民
延べ 213人

96

－ 79 －



領域 事　業　名 事　業　内　容　等 期日・回数 場　　　所 対象・人数 総経費
千円

全

般

図書館資料の閲
覧と貸出、読書
相談、調査等

　図書館資料の閲覧や貸出
を行うとともに、読書相談
や参考調査に応じた。

通　年 雄和図書館 入館者数
11,061人

貸出点数
2,1375点

レファレンス件数
各1,037件

800

図書館だよりの
発行

　本の情報や図書館の事業
を紹介した「雄和図書館だ
より」を発行した。又、「新
刊案内」を３回発行した。

７月20日
３月20日
（２回）

雄和図書館 ・各市立図書館
・ 学校図書館サ

ポーター派遣
校（６校）

か ぞ く ぶ っ く
ぱっく事業

　さまざまなジャンルの本
を５冊詰め合わせた「本の
お楽しみ袋」を４種、世代
別に用意し、家族で利用し
てもらった。

４月～３月 雄和図書館 子どもから大人
まで 
作成 160ぱっく
貸出 183ぱっく

雑誌リサイクル 　保存年限の過ぎた雑誌を
市民に無料で譲り、リサイ
クルの大切さを伝えた。

３月４日 雄和図書館 市民 51人

石井露月資料室 　石井露月の功績を後世に
引き継ぐため、資料の整理・
保存を行い、作品を常設展
示した。

通　年 雄和図書館 市民 70人 104

－ 80 －



社会教育施設の概要



◎市民サービスセンター
　市民サービスセンターは、支所、公民館、子育て支援、防災機能などを複合化した市民協働・都
市内地域分権の拠点施設であり、中央、東部、西部、南部、北部、河辺、雄和の７地域に設置され
ています。地域における社会教育活動の拠点として、各種教室や講座等を実施しています。

●中央市民サービスセンター（センタース）

・貸出施設　市役所２階、３階
・利用時間　午前９時～午後９時（年末年始を除く）

●東部市民サービスセンター（いーぱる）

　・貸出施設　１階、２階
　・利用時間　午前９時～午後９時（年末年始を除く）

●西部市民サービスセンター（ウェスター）

・貸出施設　１階～３階
・利用時間　午前９時～午後９時（年末年始を除く）

〒010－8560　秋田市山王一丁目１－１（秋田市役所内）
施設利用　ＴＥＬ（888）5644　ＦＡＸ（888）5645
平成28年５月６日開設

〒010－0041　秋田市広面字釣瓶町13－３
施設利用　ＴＥＬ（853）1683　ＦＡＸ（834）1863
敷地面積　4,331.68㎡　延床面積　2,538.98㎡
平成27年８月24日開設

〒010－1637　秋田市新屋扇町13－34
施設利用　ＴＥＬ（828）4217　ＦＡＸ（828）4564
敷地面積　5,434.94㎡　延床面積　3,643.69㎡
平成21年５月７日開設

－ 81 －



●南部市民サービスセンター（なんぴあ）

〒010－1424　秋田市御野場一丁目５－１
施設利用　ＴＥＬ（838）1211　ＦＡＸ（829）5311
敷地面積　3,020.08㎡　延床面積　2,229.44㎡
平成26年５月12日開設

・貸出施設　１階、２階
・利用時間　午前９時～午後９時（年末年始を除く）

●北部市民サービスセンター（キタスカ）

・貸出施設　１階～３階
・利用時間　午前９時～午後９時（年末年始を除く）

●河辺市民サービスセンター（カワベリア）

・貸出施設　３階
・利用時間　午前９時～午後９時（年末年始を除く）

●雄和市民サービスセンター（ユービス）

・貸出施設　１階、２階
・利用時間　午前９時～午後９時（年末年始を除く）

〒011－0945　秋田市土崎港西五丁目３－１
施設利用　ＴＥＬ（846）1133　ＦＡＸ（846）1134
敷地面積 8,685.11㎡　延床面積 5,581.54㎡
平成23年５月16日開設

〒019－2692　秋田市河辺和田字北条ヶ崎38－２
施設利用　ＴＥＬ（882）5302　ＦＡＸ（882）5441
敷地面積　6,404.66㎡　延床面積　3,385.55㎡
平成23年５月16日開設

〒010－1223　秋田市雄和妙法字上大部48－１
施設利用　ＴＥＬ（886）5540　ＦＡＸ（886）2154
敷地面積　18,926,28㎡　延床面積　3,724.22㎡
平成23年５月16日開設

－ 82 －



◎公　民　館
　公民館は地域に密着した学習活動の場を提供しており、北部公民館には運営協力委員（小学校区
３人以内）制度があり、運営や活動に積極的な協力をいただいております。
　北部公民館の利用できる時間は、午前９時から午後９時まで、休館日は、年末年始（12月29日～
１月３日）です。

●北部公民館

　北部地区の住民の学習拠点として、住民の生活実態と学習要求
および現代的課題に対応した生涯学習の場を提供しております。
　施設には、談話室・和室３室・大会議室・中会議室・小会議室・調理実習室・陶芸室・体育館な
どがあり、平成28年度には22,526人が利用しました。

●土崎みなと会館（北部公民館分館）

　土崎みなと会館は、柔道場・トレーニングルーム・シャワー
室・和室などがあり、柔道の稽古や地域の諸集会の場とし
て利用され、平成28年度は6,122人が利用しました。

◎将軍野高齢者学習センター（松林館）

　高齢者に自主的な学習の場を提供して、自ら学ぶ喜びと生き
がいづくりに資するとともに、市民の地域活動を推進するため
の施設です。
　施設には、和室２部屋・陶芸室・茶室・トレーニング室などがあり、平成28年度は9,558人が利
用しました。
　利用時間：午前９時～午後10時　受付時間：午前９時～午後５時15分　休館日：年末年始（12月29日～１月３日）

〒010－0146　秋田市下新城中野字前谷地263
ＴＥＬ（873）4839　ＦＡＸ（873）5981
鉄筋コンクリート２階建　1,677.03㎡
総工費91,400千円　昭和51年４月22日開館

〒011－0946　秋田市土崎港中央六丁目４－16
鉄骨コンクリート２階建（２Ｆ鉄骨造）362.42㎡
総工費50,168千円　昭和60年11月16日開館

〒011－0936　秋田市将軍野南一丁目10－81
ＴＥＬ（846）7056
木造平屋建　274.93㎡
総工費38,835千円　昭和64年１月７日開館
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◎太平山自然学習センター（まんたらめ）

　太平山の豊かな自然環境の中で、宿泊を伴う集
団生活、自然体験、創作活動、野外活動等を通じ
て、青少年の心身の健全育成および市民の生涯学
習推進をはかるための研修・宿泊施設です。
　施設には、宿泊室（17室、定員188人）・会議室・食堂・浴室・ワークショップなどの宿泊研修棟
やキャンプ場（テント53張、定員276人）・炊事棟２棟・野外卓（42台）・回遊散策路などの野外施
設があります。平成28年度は8,650人が利用しました。
　休館日は、毎月第２・４月曜日（月曜日が休日の場合はその翌日）および年末年始（12月29日～
１月３日）です。

◎自然科学学習館

　秋田拠点センターアルヴェの公共棟（秋田市民
交流プラザ）４階、５階に設置され、市民の科学
に対する関心と次代を担う青少年の知的好奇心を
高めるために、科学に親しむ場と目的に応じた多様な学習機会を提供しています。
　４階ワークショップフロアには、学校利用や各種イベント用の移動式台形テーブルや固定式理科
実験台があり、一度に40人程度の活動が可能です。また、科学、郷土関連図書（蔵書約1,400冊）は、
館内で自由に利用することができます。５階展示体験フロアには、20種類の展示物と11種類の解説
用デジタルタッチパネルのほか、科学おもしろ
グッズが多数あります。
　平成28年度は197,315人が利用しました。
　開館時間は午前９時から午後６時まで、休館
日は、毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は次の
平日）および年末年始（12月29日～１月３日）
です。入場は無料です。

〒010－0824　秋田市仁別字マンタラメ227－１
ＴＥＬ（827）2171　ＦＡＸ（827）2173
鉄筋コンクリート一部木造３階建　5,027.6㎡
総工費2,241,957千円　平成15年８月22日開館

〒010－8506　秋田市東通仲町４－１
ＴＥＬ（887）5330　ＦＡＸ（887）5331
鉄筋コンクリート　秋田拠点センター内　645.6㎡
平成16年７月16日開館

５階フロア

４階フロア
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◎図　書　館
　図書館は、生涯学習の中核施設として、学習に必要な各種資料を広く収集し、全ての市民に提供
しています。中央図書館明徳館を中心に、土崎図書館、新屋図書館、雄和図書館、移動図書館イソッ
プ号、明徳館河辺分館、明徳館文庫（フォンテ文庫）をオンラインで結び、ネットワークを形成し
て、市民の情報拠点として機能しています。

　開館時間および休館日

開
　
館
　
時
　
間

館　　　　名 平　　　　日 土・日・祝日

中央図書館明徳館 午前９時～午後７時
（７月は午後８時まで） 午前９時～午後５時

土崎・新屋・雄和図書館 午前10時～午後７時
午前10時～午後５時

中央図書館明徳館河辺分館 午前10時～午後６時

中央図書館明徳館文庫
（フォンテ文庫）

午前10時～午後８時
（子どもライブラリーは午後６時まで）

休
館
日

・毎週月曜日（当該日が休日に当たるときは、その翌日）
・資料整理日（毎月の末日　ただし、当該日が土・日曜日に当たるときは開館）
・年末年始（12月29日～１月４日）
・特別整理期間（年１回15日以内　本年度は11月16日～30日）

●中央図書館明徳館

　秋田市の図書館ネットワークのセンター館です。
　１階には一般コーナー、児童コーナー、ＡＶコー
ナー、対面朗読室、読書相談室、２階には参考資
料調査室、石川達三記念室、読書学習室、研修室、研修ホールなどがあります。
　蔵書冊数（雑誌、視聴覚資料は含まない）は342,723冊（移動図書館も含む）（平成29年３月31日
現在）、平成28年度貸出点数（雑誌・視聴覚資料含む）は409,471点（移動図書館を含む）、１日平均1,427
点となっています。

〒010－0875　秋田市千秋明徳町４－４
ＴＥＬ（832）9220　ＦＡＸ（832）6660
鉄筋コンクリート２階建　4,806.43㎡
総工費　1,243,500千円　昭和58年10月３日

－ 85 －



●中央図書館明徳館河辺分館（せせらぎライブラリー）

　三世代の家族が気軽にご利用いただけるよう、
子どもの本を中心とした蔵書構成になっています。
　蔵書冊数（雑誌含まない）は20,737冊（平成29年３月31日現在）、平成28年度貸出点数（雑誌含む）
は36,146点、１日平均126点となっています。

●中央図書館明徳館文庫（フォンテ文庫）

　利便性の高い秋田駅前西口の商業ビル（フォン
テ AKITA）６階にあります。読み聞かせなど子
ども向けのサービスを随時行っているほか、語学事典を備えた市民学習スペースなどもあります。
　蔵書冊数（雑誌含まない）は4,890冊（平成29年３月31日現在）、平成28年度貸出点数は8,834点と
なっています。

●移動図書館
　市内の各地へ移動図書館車（イソップ号）が巡回し、読書人口の拡大をはかっています。
　蔵書冊数（雑誌含まない）は63,718冊（平成29年３月31日現在）、平成28年度貸出点数（雑誌含む）
は44,042冊、巡回場所は地域巡回が22か所、学校巡回が９か所、積載冊数約2,500冊となっています。

〒019－2625　秋田市河辺北野田高屋字上前田表66－１
河辺総合福祉交流センター内

ＴＥＬ（881）1202　ＦＡＸ（882）5535
鉄筋コンクリート平屋建のうち449㎡
平成19年４月25日開館

〒010－0001　秋田市中通二丁目８－１
フォンテ AKITA ６階

ＴＥＬ・ＦＡＸ（893）6167
専有面積450㎡
平成23年７月１日開室
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●土崎図書館

　明治35年（1902）に南秋田郡立図書館として創
立された歴史ある図書館です。大正10年（1910）
に土崎で創刊された雑誌「種蒔く人」の顕彰碑があります。１階には一般コーナー、児童コーナー、
視聴覚コーナー、郷土・参考資料コーナー、対面朗読室など、２階には種蒔く人資料室、研修室な
どがあります。
　蔵書冊数（雑誌、視聴覚資料含まない）は、110,540冊（平成29年３月31日現在）、平成28年度貸
出点数（雑誌、視聴覚資料、団体含む）は、141,538点、１日平均493点となっています。

●新屋図書館

　ガラス張りで明るく近代的な本館と、旧国立
農業倉庫をシックで落ち着いた雰囲気に改装した倉庫棟を渡り廊下で結んだ建物でできています。
ゆったりとくつろいで読書を楽しんだり、調べものをすることができる空間です。地場産業である、
酒の資料コーナーもあり、地域に根ざした図書館です。
　蔵書冊数（雑誌、視聴覚資料含まない）は91,396冊（平成29年３月31日現在）、平成28年度貸出
点数（雑誌、視聴覚資料、団体含む）は146,512点、１日平均510点となっています。

●雄和図書館

　雄和市民サービスセンターに隣接する雄和図書
館は、市民の方々に最新の情報を提供するととも
に、市民のニーズに併せて学習活動を支援し、生涯学習および子どもの読書活動の推進に努めてい
ます。また、図書館２階には「石井露月資料室」として、俳人正岡子規門四天王である郷土の偉人

〒011－0946　秋田市土崎港中央六丁目16－30
ＴＥＬ（845）0572　ＦＡＸ（845）9912
鉄筋コンクリート２階建　1,603.20㎡
総工費546,258千円　平成３年４月10日開館

〒010－1632　秋田市新屋大川町12－26
ＴＥＬ（828）4215　ＦＡＸ（828）9700
本館　RC 造（一部鉄骨造）平屋建
倉庫棟  木造一部２階建
1,672.71㎡（本館872.22㎡ ･ 倉庫棟800.49㎡）
平成10年４月17日開館

〒010－1223　秋田市雄和妙法字上大部48－1
ＴＥＬ（886）2853　ＦＡＸ（886）3034
ＲＣ造総２階建　727.5㎡
総工費148,910千円　昭和61年７月26日開館
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石井露月に関する資料を公開展示しています。
　蔵書冊数（雑誌含まない）は42,563冊（平成29年３月31日現在）、平成28年度貸出点数（雑誌、
団体含む）は21,375点、１日平均74点となっています。

◎視聴覚ライブラリー

　社会教育と学校教育に利用される視聴覚機器・教材を保管整理し貸出しをしています。
　また視聴覚教材についての相談や、16ミリ映写機の操作技術講習会および映画上映会等を実施し
ています。

〒019－2625　秋田市河辺北野田高屋字上前田表66－1
河辺総合福祉交流センター内

ＴＥＬ ･ ＦＡＸ（882）5535
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